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86 1.さまざまな電話機能

1．さまざまな電話機能
Atermを使用するとさまざまな電話の機能が利用できます。
電話機能にはAtermの設定のみで使えるものと、INSネット64の付加サービスの契約が別途必要
なものがあります。付加サービスは、通話料金の他に月額料金がかかります。

的�目� 名�能�機� 約�契�の�ス�ビ�ー�サ�加�付�な�要�必� ジ�ー�ペ�照�参�

電�
話�
を�
か�
け�
る�

を�話�電�で�ル�ヤ�イ�ダ�縮�短�
る�け�か� ル�ヤ�イ�ダ�縮�短� し�な� 19.P

手�相�を�号�番�話�電�の�分�自�
る�せ�ら�知�に� 知�通�号�番�者�信�発� し�な� 29.P

番�話�電�る�せ�ら�知�に�手�相�
る�す�定�指�を�号� 定�指�号�番�者�信�発� し�な� 49.P

す�話�で�線�内� 話�通�線�内� し�な� 59.P

す�話�に�時�同�で�人�三�

話�通�者�三� ）�話�通�者�三�（�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�

69.P

話�通�者�三�似�疑� し�な�

る�え�変�を�量�音�話�受� 節�調�量�音�話�受� し�な� 99.P

ン�ョ�シ�ー�テ�ス�ト�ー�モ�リ�
る�す�信�通�ム�デ�モ�ら�か� 信�通�ス�レ�ヤ�イ�ワ�ク�ン�リ�ル�ア�ュ�デ� し�な�

話�電�の�手�相�た�き�て�け�か�
る�見�を�号�番� 示�表�歴�履�信�着�

SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�
話�電�に�手�相�た�き�て�け�か�

す�直�け�か�を� 信�発�先�歴�履�信�着�

電�
話�
を�
受�
け�
る�

着信するアナログポー�
トに優先順位をつける�

定�指�ト�ー�ポ�信�着�先�優� し�な� 301.P

受�を�話�電�の�別�に�中�し�話�
る�け�

ン�ホ�チ�ッ�ャ�INSキ� ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�
（�SNI ）�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�

401.P

ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�似�疑� し�な�

定�特�を�号�番�話�電�る�け�受�
る�す� 信�着�別�識� SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ� 701.P

出�呼�の�号�番�話�電�の�定�特�
る�え�変�を�音� グ�ン�ギ�ン�リ�別�識� SNI ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�

SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ� 801.P

き�て�っ�か�か�に�中�し�話�
を�け�だ�話�電�の�定�特�た�

る�け�受�

SNI ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�け�わ�り�な� SNI ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�
）�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�択�選�（�

901.P

ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�択�選�似�疑�

着�に�け�だ�機�話�電�の�定�特�
る�せ�さ�信� 信�着�ト�ー�ベ�イ�ラ�プ�イ�マ� SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ� 011.P

号�番�話�電�い�な�く�た�け�受�
る�す�否�拒�を�信�着�の�ら�か� 止�防�話�電�惑�迷� SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ� 111.P

ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�・�ム�デ�モ�
る�す�用�利�を�能�機� ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�・�ム�デ�モ� ス�ビ�ー�サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�

は�た�ま� i ー�バ�ン�ナ�・� 211.P

ル�ヤ�イ�ダ�・�グ�ロ�ナ�ア�
る�す�用�利�を�能�機�ン�イ� ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�・�グ�ロ�ナ�ア� ス�ビ�ー�サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�

は�た�ま� i ー�バ�ン�ナ�・� 311.P

101.P

001.P

選択�

SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�

Atermの機能またはINSネット64
の基本サービスで、通話料金以外の
課金はありません。

INSネット64の付加サービスで、
表に書かれている付加サービスの
契約と月額料金が必要です。
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的�目� 名�能�機� 約�契�の�ス�ビ�ー�サ�加�付�な�要�必� ジ�ー�ペ�照�参�

電�
話�
を�
転�
送�
す�
る�

る�す�送�転�へ�話�電�線�内� 送�転�線�内� し�な� 411.P

送�転�へ�号�番�話�電�の�別�
る�す�

送�転�信�着� ）�送�転�信�着�（�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�

511.P

送�転�信�着�似�疑� し�な�

号�番�話�電�の�別�に�中�話�電�
る�す�送�転�へ� 送�転�中�信�通� ）�送�転�中�信�通�（�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ� 611.P

話�電�の�別�を�話�電�の�定�特�
る�す�送�転�へ�号�番�

送�転�信�着�別�識� SNI ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�

711.P

送�転�信�着�別�識�似�疑�

お�
で�
か�
け�
／�
お�
や�
す�
み�
に�
な�
る�
と�
き�

ら�鳴�を�音�出�呼�の�機�話�電�
い�な�さ� ド�ー�モ�み�す�や�お� し�な� 811.P

送�転�へ�号�番�話�電�の�別�
る�す�

送�転�信�着� ）�送�転�信�着�（�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�

�021.P

送�転�信�着�似�疑� し�な�

SNI 使�を�プ�－�ワ�ス�イ�ボ�
る�す�送�転�を�話�電�て�っ� ド�ー�モ�送�転�プ�ー�ワ�ス�イ�ボ� SNI プ�ー�ワ�ス�イ�ボ� 121.P

ボ�に�ず�さ�ら�鳴�を�音�出�呼�
る�せ�さ�滅�点�を�ン�タ� ド�ー�モ�ュ�シ�ッ�ラ�フ� し�な� 321.P

Ｉ�
Ｎ�
Ｓ�
ネ�
ッ�
ト�
46
付�
加�
サ�

ビ�
ス�
を�
利�
用�
す�
る�
と�
き�

i る�す�用�利�を�ー�バ�ン�ナ�・� i ー�バ�ン�ナ�・� i ー�バ�ン�ナ�・� 421.P

ビ�ー�サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�
る�す�用�利�を�ス� ス�ビ�ー�サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� ス�ビ�ー�サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� 521.P

イ�INSボ�
／�プ�ー�ワ�ス�イ�INSボ�

ト�ク�レ�
セ�・�プ�ー�ワ�ス�

る�す�用�利�を�

SNI プ�ー�ワ�ス�イ�ボ�SNI

SNI

SNI

プ�ー�ワ�ス�イ�ボ�
721.P

ト�ク�レ�セ�・�プ�ー�ワ�ス�イ�ボ� SNI ト�ク�レ�セ�・�プ�ー�ワ�ス�イ�ボ�

ビ�ー�サ�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�
る�す�用�利�を�ス�

ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ� ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�
（�SNI ）�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�

821.P

送�転�中�信�通� ）�送�転�中�信�通�（�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�

送�転�信�着� ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ� ）�送�転�信�着�（�

話�通�者�三� ）�話�通�者�三�（�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�

利�を�
ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�INSな�

る�す�用� SNI ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�SNI ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な� 921.P

レ�プ�
ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�INSナ�

エ�ク�リ�・�
ー�バ�ン�ナ�／INSイ�
る�す�用�利�を�ト�ス�

イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ� SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�

921.P

ト�ス�エ�ク�リ�・�ー�バ�ン�ナ� SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�
SNI ト�ス�エ�ク�リ�・�ー�バ�ン�ナ�

定�特�で�ス�レ�ド�ア�ブ�サ�
る�す�信�着�に�機�話�電�の� ス�レ�ド�ア�ブ�サ� し�な� 231.P

CLH 手�相�る�す�致�一�が�
る�す�信�通�と� CLH 定�設� し�な� 431.P

SNI

SNI

SNI

Ｉ�

�

�

SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�

ス�ィ�デ�・�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�
る�す�用�利�を�イ�レ�プ� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ� SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ� 031.P

お知らせ�

● パソコンまたは電話機で設定が必要な場合は、次のマークでそれぞれの手順または参
照ページを示します。

Windows98/Windows95/WindowsNT4.0の設定：　
Macintoshの設定：　
電話機の設定：　
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88 1-1. PHSを使うとき

1-1．PHSを使うとき

AtermIW50/Dにお手持ちのPHSを増設登録（ID登録）してAtermのコードレス子機として使
うことができます。PHSをAtermと組み合わせて使用すると、電話の発信・着信のほかに次の機
能が利用できます。

■ 短縮ダイヤル発信
■ プッシュホンサービス（トーン信号の送出）
■ PIAFS32k/64kデータ通信
■ サブアドレス付き発信

増設登録については、第1編「1-2. お使いになる前に」の「子機としてリモートステーション、PHS
を使うには」（→P.25）を参照してください。

お知らせ�

● すべてのPHSで上記機能が利用できるわけではありません。利用できる機能は、
PHSにより異なります。

● PHS公衆モードで利用できる留守番電話サービスや文字メッセージサービスなどの
ネットワークサービスは利用できません。

● 接続できる機種については、ホームページ「A t e rmS t a t i o n」（h t t p : / /
aterm.cplaza.ne.jp）、またはFAX情報サービス（第4編「2-1. Atermについて
のお問い合わせは」→P.239）で確認できます。ホームページでは、順次確認でき
た機種を紹介しています。

お願い�
● PHSのバッテリを充分に充電してからご使用ください。

PHSの登録

■ 増設登録（ID登録）

PHSをAtermの子機として使うには、PHSとAtermの両方に増設登録（ID登録 有料）
が必要です。増設登録は、お近くのNECサービスステーション（→P.245）またはPC
クリーンスポット（→P.243）、お買い上げの販売店にご相談ください。

■ モード設定

Atermに増設登録したPHSの待ち受けモードを「オフィスモード」（構内モード）に設
定します。オフィスモードを含むデュアルモードやオートモードでも使用できます。
モード設定については、ご使用になるPHSの取扱説明書をご覧ください。

お知らせ�

● PHSで「フッキング」をするときは 保留 または 通話 ボタンを押します。（→
P.96）どちらのボタンを押すかは機種によって異なります。
一般的に自営標準2版対応のPHSは 保留 、自営標準3版対応のPHSは 通話
ボタンを押します。詳しくはPHSの取扱説明書を参照してください。

 IW50/D2編1-1章（085～089） 00.2.1, 9:57 AMPage 88 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



891-1. PHSを使うとき
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PHSで電話をかける

使い方�

 電源　ボタンを押して電源を入れます。

PHSのディスプレイにオフィスモードの表示と
アンテナマークが表示されることを確認します。

相手先の電話番号を押してから　通話　ボタンを押します。

相手が出たら話をします。

　切　ボタンを押して電話を切ります。

お知らせ�

● アナログポートに接続されている電話機や他のPHSを内線で呼び出す場合は、 ＃� ＊
�

を押したあとに内線番号を押します。　内線　ボタンは使用できません。内線番号に
ついては「内線で話す」（→P.95）を参照してください。

● PHSでキャッチホンや転送などのフッキング操作をするには、保留 または 通話
ボタンを押します。

PHSで電話を受ける

使い方�

 電源 ボタンを押して電源を入れ、PHSのディスプレイにオフィスモードの表示とア
ンテナマークが表示されることを確認しておきます。

着信音が鳴ったら　通話　ボタンを押して話をします。

 切 ボタンを押して電話を切ります。

お知らせ�

● PHSのアンテナマークが表示されないときは、次の点を確認してください。
○ Atermの電源が入っていますか？
○ 増設登録（ID登録）はお済みですか？
○ PHSの待ち受けモードが「オフィスモード」（構内モード）に設定されていますか？
○ AtermとPHSの距離が離れすぎていませんか？
○ PHSのバッテリは充分ありますか？
○ 無線チャネルは空いていますか？（他のPHSやリモートステーションを使用して

いる場合）

OSI
▽

［PHSディスプレイ例］
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90 1-2. 電話をかけるとき

〈例〉 アナログAポートに接続した電話
機の受話器を上げた場合

0 1 月 0 1 日　0 0 ：0 0

［Aterm液晶ディスプレイ］

1-2．電話をかけるとき

電話をかける

使い方�

電話機の受話器を上げます。

→受話器から「ツー」という発信音が聞こえ、液
晶ディスプレイにアナログポート名（ 、 ）
が表示されます。

相手先の電話番号をダイヤルし、最後に ＃�

を押します。

〈例〉0 33 41 2 5 6 7 8

通話します。

受話器を置きます。

お知らせ�

● ダイヤル後に ＃� を押さないと、ダイヤル桁間タイマが働いて5秒後（初期値）に
自動的に電話がかかります。（Windows→P.175、Macintosh→P.196、電話機
→P.206）

● AtermIW50/Dを電話機の近くでお使いになると、通話時にノイズが発生する場合
があります。その場合は、Atermを電話から少し離して設置してください。

● チケット予約や伝言ダイヤルなど ＃� を含む電話番号に電話する場合は、＃発信を
「使用しない」に設定します。（Windows→P.176、Macintosh→P.191、電話
機→P.206）

アナロク゛A　ハッシン０
0 3 1 2 3 4 5 6 7 8 0 円

通話料金切断理由
（016は正常切断）
（→P.315）

アナロク゛A　セツタ゛ン
0 1 6 0 0 0 0 0 0 1 0 円
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付加サービスの契約
は必要ありません。

■ 短縮ダイヤル

Atermに電話番号を10個まで登録できます。登録
した電話番号は短縮ダイヤル番号（ 0 ～ 9  ）で電
話をかけることができます。

短縮ダイヤルで電話をかける

使い方�

受話器を上げます。

PHS　通話　ボタンを押します。

→「ツー」という発信音が聞こえます。

＊
�

 を押したあと、かけたい電話番号の登録され
ている短縮ダイヤル番号 0 ～ 9  を押します。

通話が終わったら受話器を置きます。

PHS   切  ボタンを押します。

設定�

電話番号およびサブアドレスを登録します。

パソコンまたは電話機で設定します。

→P.175　　 →P.193

 

受話器を上げる�

短縮ダイヤル番号「0」�
に電話番号を登録�

短縮ダイヤル番号「9」�
に電話番号を登録�

短縮ダイヤル番号「0」の�
電話番号のサブアドレスを登録�

短縮ダイヤル番号「9」の�
電話番号のサブアドレスを登録�

下記の手順で操作する�

受話器を置く�

＊
�

＊
�

1 ＊
�

4

5 9

6 0

6 9

5 0

＊
�

登録する電話番号�
またはサブアドレス�

＊
�

＊
�

＊
�

〜�

〜�

1 2 月 0 1 日　　９：４７

● はPHSからの発信時は表示
されません。

アナロク゛　Ａ　ハッシン
０３ X X X X X X X X ００

アナロク゛　Ａ　セツタ゛ン
０１６　　　　　　　１０円

［Aterm液晶ディスプレイ］

●PHSからの発信時は表示されま
せん。

●PHSからの発信時は表示されま
せん。
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92 1-2. 電話をかけるとき

自分の電話番号を相手に知らせる

INSネット64の契約内容、Atermの設定、ダイヤル時の184/186の付加によって、相
手に通知する、しないを選択することができます。

INSネット64の契約
INSネット64契約時に「通常通知（通話ごと非通知）」か「通常非通知（回線ご
と非通知）」かを選択します。

Atermの設定
Atermの設定で「通知しない」、「通知する」、「INSネット64申し込み内容に従
う」の選択をします。

184・186の付加
電話番号の前に 1 8 4 を付けると発信者番号を通知しません。電話番号の前
に 1 8 6 を付加すると発信者番号を通知します。

■ INSネット64の契約内容、Atermの設定の組み合わせによる通知/非通知

● INSネット64の契約時に「常時通知拒否」を契約した場合は、すべて非通知になり
ます。（184/186は使えません。）

設定�
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.174　　 →P.197

m�r�e�t�A� 定�設�の�
い�な�し�知�通� る�す�知�通�

S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6�の�
う�従�に�容�内�約�契�
）�値�期�初�（�S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6� 約�契�の�

知�通�常�通�
）�知�通�非�と�ご�話�通�（� 知�通�非� 知�通� 知�通�

知�通�非�常�通�
）�知�通�非�と�ご�線�回�（� 知�通�非� 知�通� 知�通�非�

付加サービスの契約
は必要ありません。

■ 発信者番号通知

自分の電話番号（契約者回線番号またはダイヤルイ
ン番号）を相手に通知します。

 IW50/D2編1-2章（090～098） 00.2.1, 10:06 AMPage 92 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



931-2.電話をかけるとき

A
te
rm

を
使
え
る
よ

う
に
す
る

A
te
rm

を
活
用
し
よ
う

　
ー
ー 

機
能
編 

ー
ー

A
te
rm

を
活
用
し
よ
う

　
ー
ー 

設
定
編 

ー
ー

困
っ
た
と
き
に
は

付
録

索
引

 

受話器を上げる�

アナログ�
ポート�

通知しない�

通知する�

INSネット64の�
契約内容に従う�

Aポート�

Bポート�

無線Aポート�

無線Fポート�

無線�
ポート�

下記の手順で操作する�

受話器を置く�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

0 9 ＊
�

＃�＃�

1

7

1

0

2

2

1

6

1

〜�

お知らせ�

● 通知する電話番号は発信者番号指定（→P.94）で設定します。設定していないとき
は契約者回線番号が通知されます。
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94 1-2. 電話をかけるとき

相手に知らせる電話番号を指定する

設定�

パソコンまたは電話機で設定します。

→P.183　　 →P.197

■ i・ナンバーを契約の場合

受話器を上げる�

アナログ�
ポート�

Aポート�

Bポート�

無線Aポート�

無線Fポート�

無線�
ポート�

下記の手順で操作する�

受話器を置く�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

9 5 ＊
�

＃�＃�

1

7

2

1

6

1

〜�

＊
�

＊
�

1 ＊
�

5 ＊
�

9 0 ＊
�

1   i・ナンバー情報1

2   i・ナンバー情報2

1   i・ナンバー情報1

2   i・ナンバー情報2
電話番号�＊

�

＃�＃�＃�

■ ダイヤルインサービスを契約の場合

受話器を上げる�

アナログ�
ポート� 通知する電話番号�

Aポート�

Bポート�

無線Aポート�

無線Fポート�

無線�
ポート�

下記の手順で操作する�

受話器を置く�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

9 2 ＊
�

＃�＃�

1

7

2

1

6

1

〜�

付加サービスの契約
は必要ありません。

■ 発信者番号指定

発信時に相手に知らせる電話番号を指定します。
ポートごとに契約者回線番号やi・ナンバー/ダイヤ
ルイン番号かを指定します。
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内線で話す　

使い方�

受話器を上げます。

PHS　通話　ボタンを押します。

＃� ＊
�

 を押したあと、呼び出す電話機の番号を押します。

1 アナログAポート

2 アナログBポート

9  1 無線Aポート

9  2 無線Bポート

9  3 無線Cポート

9  4 無線Dポート

9  5 無線Eポート

9  6 無線Fポート

呼び出された電話機の呼出音が鳴り、受話器を上げる（PHS　通話　ボタンを押す）
と内線通話できます。

通話が終わったら受話器を置きます。

PHS　切　ボタンを押します。

お知らせ�

● INSネット64に接続していなくても、内線通話をすることができます。
● 停電時は通話できません。
● 内線通話中に外線の着信があると「プップッ」と音がして着信を知らせます。フッキ

ングをする（PHS　保留　または 通話 ボタンを押す）と、内線を切って外線と通
話できます。

● ダイヤル後すぐに発信させるときは内線呼出番号の後に ＃� を押します。
● PHSには通常　内線　ボタンがありますが、Atermの無線ポートに増設登録した

PHSから内線通話するときには　内線　ボタンを使うことはできません。
● AtermIW60をリモートステーションとして使用したときは、そのアナログポートに

接続されている2台の電話機を呼び分けることはできません。2台の電話機が同時に
呼び出されます。

お願い�

● PHSからの発信でディスプレイで相手番号を確認してから発信する場合は、 と 
を逆にしてください。このとき、すぐに発信させるための ＃� は押さないでくださ
い。正しく接続できません。

付加サービスの契約
は必要ありません。

■ 内線通話

Atermのアナログポートや無線ポート間で内線通話
をすることができます。
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96 1-2. 電話をかけるとき

三人で同時に話す

外線通話中に、もう一人を呼び出して相手を切り替えて通話（切替モード）したり、三人同
時に通話（ミキシングモード）をすることができます。三者通話には次の2種類があります。

■ 三者通話

INSネット64の付加サービスを利用します。

○ 使用するBチャネルは1つだけなので、空いてい
るBチャネルを使用することができます。

■ 疑似三者通話

Atermの機能です。

○ B1、B2チャネルの両方を使用します。
○ 通話中は内線通話以外の通信はできません。
○ 通信中転送機能は使用できません。
○ ミキシングモードから切替モードへの切り替えは

できません。
○ 通話中にらくらくユーティリティを終了すると、

電話機からノイズが聞こえることがあります。
○ 切断時には、最新の発信の通話料金が表示されま

す。

INS ネット64 の
「フレックスホン」
の「通信中転送機

能」と「三者通話機能」を契
約します。

付加サービスの契約
は必要ありません。

使い方�　ー  切替モード  ー
通話中の相手を切り替えて通話します。同時に話ができるのは二人で、一人は保留になります。

○○さんと通話中にフックを軽く押してすぐはなします。（フッキングといいます。）

PHS　保留　または 通話 ボタンを押します。

→○○さんには保留音が流れます。

「プププッ」という音が聞こえるので、××さんに電話をかけます。

→××さんが電話に出ると通話できます。
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もう一度フッキング（PHS　保留　または 通話 ボタンを押す）すると「ププッ、プ
プッ」という音が流れ、その音が止まると○○さんとの通話に切り替わります。

● ○○さん、××さんのどちらかと通話できます。
● 通話の切り替えは何度でもできます。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

○○さん�自分�

××さん�

Aterm

B1

○○さんと通話中�

××さんとの�
通話は保留�

1秒以上受話器を置くかフックを押すと、現在通話中の相手との電話が切れます。

PHS　切　または 通話 ボタンを押します。

→呼出音が鳴ったら受話器を取り、保留していた相手と話をします。

使い方�　ー  ミキシングモード  ー
通話中にもう一人を呼び出して三者同時に話をします。

○○さんと通話中にフックを軽く押してすぐはなします。（フッキングといいます。）

PHS　保留　または 通話 ボタンを押します。

→○○さんには保留音が流れます。

「プププッ」という音が聞こえるので、××さんに電話をかけます。

→××さんが電話に出ると通話できます。

続けて2回（約5秒以内）フッキングすると、○○さん、××さんとも通話ができます。

PHS　保留　または 通話 ボタンを押します。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

○○さん�

××さん�

Aterm

B1

自分�
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98 1-2. 電話をかけるとき

1秒以上受話器を置くかフックを押すと、電話が切れます。

PHS　切　ボタンを押します。

● 切替モードとミキシングモードは2回フッキングすると切り替わります。

設定�

三者通話と疑似三者通話を選択します。

パソコンまたは電話機で設定します。

→P.177　　 →P.191

受話器を上げる�

 三者通話�

受話器を置く�

＊
�

＊
�

1 ＊
�

4

1

 疑似三者通話�2

＊
�

2 5 ＊
�

＃�＃�

下記の手順で操作する�

お願い�

● フッキングは電話機のフックを軽く押してすぐはなしてください。フッキング検出時
間より長くフックを押すと、電話が切れることがあります。（「フッキング検出タイ
マ」の設定　Windows→P.175、Macintosh→P.195、電話機→P.206）
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付加サービスの契約
は必要ありません。

■ 通話受話音量調節

通話中の相手の音量を調節します。

受話音量を変える

使い方�

通話中に ＊
�

 ＃� を押します。

→受話音量が次のように切り替わります。

→中→大→小    （3段階設定）

設定�

受話音量をあらかじめ設定しておくこともできます。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.174　　 →P.68

 

受話器を上げる�

Aポート�

Bポート�

下記の手順で操作する�

受話器を置く�

＊
�

＊
�

1 ＊
�

＊
�

1 2 ＊
�

＃�＃�

1

2

音量小�

音量大�

0

2

音量中�

1

お願い�
● Atermの初期設定は「通話中の受話音量を変更しない（ ＊

�

 ＃� 無効）」になってい
ます。らくらくテレホン設定（→P.206）、またはATコマンド（→P.281）で「通
話中の受話音量を変更する（ ＊

�

 ＃� 有効）」に設定してからお使いください。
● 通話相手の電話機によっては、 ＊

�

 ＃� を押すと相手の電話機の受話音量が切り替わ
ることがあります。その場合は、らくらくテレホン設定で「通話中の受話音量を変更
しない」（初期値）にもどしてください。（→P.206）



100 1-2. 電話をかけるとき

リモートステーションからモデム通信する

使い方�

● 無線1チャネルを使った通常の発信

0  3  1  2  3  4  5  6  7  8

● デュアルリンクワイヤレス通信の発信
0  3  1  2  3  4  5  6  7  8  ＊

�

お願い�

● デュアルリンクワイヤレス通信中は、他の無線ポートのPHSは利用できません。
● モデムの通信速度は回線状態や相手の端末の状態により遅くなることがあります。
● 56,000bpsモデムは無線品質の影響を受けやすいため、実行速度が極端に低下する

ことがあります。56,000bpsモデムを使用する場合は、Aterm本体のアナログポー
トに接続してください。

付加サービスの契約
は必要ありません。

■ デュアルリンクワイヤレス通信

リモートステーションのアナログポートからダイヤ
ルする際、最後に ＊

�

 を付けるとデュアルリンクワ
イヤレス通信を使用した高品質音声通信ができます。
PHS無線通信でみなし音声のモデム通信をした場
合、一般的に9,600bps～14,400bpsの速度ま
でしか通信できませんが、デュアルリンクワイヤレ
ス通信を用いることにより、28,800bpsまでの高
速データモデムが利用できます。
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３０日２３：０５　○　Ａ
０３９８７６５４３２ / ‰

ba c

d fe

３０日２３：０５０○０Ａ
０３９８７６５４３２ / ‰

［Aterm液晶ディスプレイ］

１２月　１日　　９：４７

INS ネット64 の
「I N S ナンバー・
ディスプレイ」を契

約します。

■ 着信履歴表示

アナログポートに着信した発信者番号、着信時間、応
答の有無、応答したアナログポートの情報をAterm
の液晶ディスプレイに表示します。最大50件分の
着信履歴が記憶でき、51件以上になると古い履歴か
ら削除されます。

■ 着信履歴先発信

着信履歴に記憶されている電話番号に電話をかけます。

かけてきた相手の電話番号を見る／かけ直す

使い方�

電話機の受話器を上げます。

＊
�

 ＊
�

 5  1  を押します。

→最新の着信履歴が表示されます。

6 次頁表示

4 前頁表示

a 着信日時

b ○＝応答した　×＝応答しなかった

c 応答したアナログポート名

d 発信者の電話番号

● 電話番号が非通知の場合は「ヒ
ツウチ」「コウシュウデンワ」
「ヒョウジケンガイ」のいずれか
が表示されます。（→P.313）

eサブアドレスがあるときのサブアド
レスセパレータ

f次頁があるとき

　０１２３４ 7 78901‰



102 1-2. 電話をかけるとき

2  または 8  を押し、見たい電話番号を表示します。

2 新しい履歴を表示（新しい履歴がな
い場合は、一番古い履歴を表示）

8 古い履歴を表示（古い履歴がない場
合は、一番新しい履歴を表示）

＃� を押し、表示された電話番号に電話をかけます。

●発信しない場合は、＃� を押さずに受話器を置きます。

お知らせ�

● 着信履歴表示／着信履歴先発信はAterm前面のファンクションボタンを使って操作
することもできます。（→P.272）

● 着信履歴を消去するには、  のときに ＊
�

 を押すと表示されていた着信履歴が消去
されます。すべての着信履歴を消去するときは、もう一度 ＊

�

 を押します。
● Atermの電源を切ると、着信履歴はすべて消去されます。

３１日２１：２００○０ B
P ：ヒツウチ 0 0 0 0 0 0

３０日２３：０５　○　Ａ
０３９８７６５４３２ / ‰
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アナログAポートが通話中のときは、
アナログBポートの電話機が鳴る

アナログAポートが空いているときは、
アナログAポートの電話機だけが鳴る

付加サービスの契約
は必要ありません。

■ 優先着信ポート指定

Atermに接続している電話機に優先順位を付けて呼
び出します。

アナロク゛　チャクシン 1
０３１２３４５６７８　　

［Aterm液晶ディスプレイ］

1-3.電話を受けるとき

電話を受ける

使い方�

着信があると呼出音が鳴ります。

受話器を上げて通話します。

通話が終わったら受話器を置きます。

着信するアナログポートに優先順位をつける

アナログAポート�
INS�

ネット64
アナログ�
電話回線�

アナログBポート�

着信� 着信�

Aterm

INS�
ネット64

Aterm

アナログAポート�

アナログBポート�

アナログ�
電話回線�

アナロク゛A　セツタ゛ン
0 1 6
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104 1-3. 電話を受けるとき

■ 疑似キャッチホン

Atermの機能です。

○ B1、B2チャネルの両方を使用します。

○ 通話中は内線通話以外の通信はできません。

INSネット64の
「フレックスホン」
の「INSキャッチ

ホン」を契約します。

付加サービスの契約
は必要ありません。

■ INSキャッチホン

INSネット64の付加サービスを利用します。

○ 使用するBチャネルは1つだけなので、空い
ているBチャネルを使用することができます。

設定�

優先着信するポートを選択します。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.176　　 →P.191

受話器を上げる�

下記の手順で操作する�

Aポートに�
優先着信�

受話器を置く�

＊
�

1 4

1

Bポートに�
優先着信�

2
2 3＊

�

＊
�

＊
�

＊
�

＃�＃�

お知らせ�

● 無線ポートから設定することはできません。
● 無線ポートの電話機に優先順位をつけることはできません。

話し中に別の電話を受ける

話し中にかかってきた別の相手と通話します。通話中だった相手は保留にします。キャッチ
ホンには次の2種類があります。
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1051-3. 電話を受けるとき

A
te
rm

を
使
え
る
よ

う
に
す
る

A
te
rm

を
活
用
し
よ
う

　
ー
ー 

機
能
編 

ー
ー

A
te
rm

を
活
用
し
よ
う

　
ー
ー 

設
定
編 

ー
ー

困
っ
た
と
き
に
は

付
録

索
引

使い方�

○○さんと通話中に××さんから着信があると「ププッ」という音が聞こえます。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

○○さん�

××さん�

B1

○○さんとの通話中に�
××さんから着信�

Aterm

ププッ�

電話機のフックを軽く押してすぐはなします。（フッキングといいます。）

PHS　保留 または 通話 ボタンを押します。

フッキングする�

××さんと通話します。

プーッ�
プーッ�

B1 INS�
ネット64

○○さん�

保留�

××さん�

フッキングすると�
○○さんとの通話は�
保留され、××さんとの�
通話に切りかわる�

Aterm

アナログ�
電話回線�

再度○○さんと通話するときは、もう一度フッキングします。

PHS もう一度　保留　または 通話 ボタンを押します。
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106 1-3. 電話を受けるとき

設定�

Atermの疑似キャッチホン機能を使用するか、INSネット64のキャッチホン機能を使用す
るかを選択します。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.174　　 →P.68

受話器を上げる�

アナログ�
ポート�

INS�
キャッチホン�

疑似�
キャッチホン�

Aポート�

Bポート�

無線Aポート�

無線Fポート�

無線�
ポート�

下記の手順で操作する�

受話器を置く�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

0 2 ＊
�

＃�＃�

1

7

1

2

2

1

6

1

〜�

�

お願い�

● フッキングは電話機のフックを軽く押してすぐ離してください。フッキング検出時間
より長くフックを押すと、電話が切れることがあります。

● 電話機能のあるファクスやモデムをキャッチホンに設定しないでください。通信中に
着信があると通信エラーとなります。
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1071-3. 電話を受けるとき
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■ 識別着信

Atermの機能です。識別着信用の電話帳に10件ま
で電話番号が登録でき、登録された電話番号からの
着信のみ受け付けます。

INSネット64の
「INS ナンバー・
ディスプレイ」の

契約をします。契約をして
いないと加入電話（アナロ
グ電話回線）からの発信者
番号が通知されません。

受ける電話番号を特定する

特定の相手からの電話のみを着信します。

設定�
「識別着信する」に設定し、識別着信する相手の電話番号を電話帳に登録します。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.175　　 →P.191

→P.206

お知らせ�
● 無線ポートから設定することはできません。
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108 1-3. 電話を受けるとき

■ 識別リンギング

INSなりわけサービスの契約後に登録した電話番号
からの着信音を変えます。それ以外の電話番号から
の着信は、通常の着信音です。

INSネット64の
「INSなりわけサー
ビス」と「INSナン

バー・ディスプレイ」の契約
をします。INS ナンバー・
ディスプレイの契約をして
いないと加入電話（アナロ
グ電話回線）からの発信者
番号が通知されません。

特定の電話番号の呼出音を変える

特定の相手からの電話の着信音を変えます。

設定�
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.175　　 →P.195

→P.206

お知らせ�

● 無線ポートから設定することはできません。
● 無線ポートに設定することはできません。
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1091-3. 電話を受けるとき
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■ INSなりわけ選択キャッチホン

INSネット64の付加サービスを利用します。
話し中にINSなりわけサービスに登録した電話番号
からの着信があると、割り込み音を鳴らして電話が
かかってきていることを知らせます。

■ 疑似選択キャッチホン

Atermの機能です。

○ 疑似識別着信用の電話帳に最大30件まで電
話番号が登録できます。

付加サービスの契約
は必要ありません。

INSネット64の
「I N S なりわけ
サービス」の「選

択キャッチホン」機能を契
約します。

話し中にかかってきた特定の電話だけを受ける

話し中に特定の相手から着信があったときだけ、話し中の相手を保留して新しい相手と通話
します。選択キャッチホンには次の2種類があります。

設定�
識別着信の選択と「通話中着信時のみ使用可能」を設定します。疑似選択キャッチホンを使
用する場合は、疑似識別着信用の電話帳に電話番号を登録します。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.175　　 →P.195

→P.208

お知らせ�
●「識別着信」と「キャッチホン」を同時に利用することはできません。

お願い�

● INSナンバー・ディスプレイの契約をしていないと、アナログ電話回線からの着信番
号が認識できません。アナログ電話回線からの着信も選択キャッチホンする場合は、
INSナンバー・ディスプレイの契約をしてください。
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110 1-3. 電話を受けるとき

■ マイプライベート着信

INSネット64の付加サービスを利用します。
マイプライベート着信用の電話帳に登録された相手
から着信があると、指定した電話機を呼び出します。

○ マイプライベート着信用の電話帳に最大30
件まで登録できます。

○ 発信者番号通知をしていない着信を指定する
こともできます。

特定の電話機だけに着信させる

かけてきた相手によって呼び出す電話機を指定します。

設定�
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.185　　 →P.193

→P.209

お知らせ�

●「識別着信」を使用しているときは、発信者番号を通知していない着信と呼び分け
テーブルに登録していない電話は受け付けることができません。

INSネット64の
「INS ナンバー・
ディスプレイ」を

契約します。
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1111-3. 電話を受けるとき
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INSネット64の
「INS ナンバー・
ディスプレイ」を

契約します。

■ 迷惑電話防止

INSネット64の付加サービスを利用します。
迷惑電話番号に登録された相手から着信があった
ときはAtermが着信を拒否し、呼出音を鳴らさず
に切断します。

○ 相手には話し中の音が鳴ります。
○ 発信者番号通知をしていない着信を拒否する

こともできます。
○ INSナンバー・ディスプレイを契約していな

いと、アナログ電話回線からの発信者番号が
通知されません。

受けたくない電話番号からの着信を拒否する

いたずら電話や迷惑電話など、受け付けたくない電話番号からの着信を拒否します。

使い方�
かかってきた電話番号を迷惑電話として登録することができます。
迷惑電話を着信したポートの電話機で、かかってきた直後に登録します。

受話器を上げます。

＊
�

 ＊
�

 5  2  1  ＃� を押します。

受話器を置きます。

→ 迷惑電話番号として登録されます。

設定�
迷惑電話番号の登録をします。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.185　　 →P.193

→P.213
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112 1-3. 電話を受けるとき

モデム・ダイヤルイン機能を利用する

a 03-XXXX-XX11で着信した場合
同番号をモデム信号で送出します。ファクス付電話機の電話機が呼び出されます。

b 03-XXXX-XX22で着信した場合
同番号をモデム信号で送出します。ファクス付電話機のファクスが呼び出されます。

● 内線指定番号を設定すれば、着信番号を内線指定番号に変換して送出します。

設定�

パソコンまたは電話機で設定します。次の手順で設定してください。

「モデム・ダイヤルインを使用する」を設定します。

電話番号をアナログポートにそのまま送出するか、内線指定番号に変換して送出する
かを設定します。送出する番号は複数の設定が可能です。

サブアドレスを送出する場合は、「サブアドレスを通知する」に設定します。

→P.174　　 →P.195

→P.207

お知らせ�

● INSナンバー・ディスプレイ契約時は、モデム・ダイヤルイン機能をご使用くださ
い。アナログ・ダイヤルインの使用はできません。

● ファクス付電話機でキャッチホン設定をしたときは、通話中にファクスあての着信が
入ったときも電話機に「ププッ」という音が聞こえます。

● ファクス付電話機でリンガ呼び返し動作の場合は、ファクスと電話機の両方が呼び出
されます。

INS ネット64 の
「ダイヤルインサー
ビス」または「i・ナ

ンバー」を契約します。

■ モデム・ダイヤルイン

着信した電話番号をモデム信号で電話機などに送出
します。モデム・ダイヤルイン対応のファクス付電話
機のファクス着信と電話着信の呼びわけやホームテ
レホンの内線直接呼び出しなどで使用します。
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1131-3. 電話を受けるとき
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アナログ・ダイヤルイン機能を利用する

a 03-XXXX-XX11で着信した場合
1111を送出します。ファクス付電話機の電話機が呼び出されます。

b 03-XXXX-XX22で着信した場合
2222を送出します。ファクス付電話機のファクスが呼び出されます。

● 内線指定番号を設定すれば、着信番号を内線指定番号に変換して送出します。

設定�

パソコンまたは電話機で設定します。次の手順で設定してください。

「アナログ・ダイヤルインを使用する」を設定します。

アナログポートに電話番号を4桁の内線指定番号に変換して送出するように設定しま
す。送出する番号は、最大8個まで設定できます。

→P.174　　 →P.195

→P.207

お知らせ�

●「アナログ・ダイヤルインを使用する」に設定したアナログポートに対しては、内線
通話や内線転送はできません。

● INSナンバー・ディスプレイ契約時は、モデム・ダイヤルイン機能をご使用くださ
い。アナログ・ダイヤルインの使用はできません。

●「おやすみモード」中、INSなりわけ・疑似なりわけ利用中、ブザー呼出時は、利用
できません。

INS ネット64 の
「ダイヤルインサー
ビス」または「i・ナ

ンバー」を契約します。

■ アナログ・ダイヤルイン

着信時に着信した電話番号をプッシュボタン信号で
電話機などに送出します。アナログ・ダイヤルイン
対応のファクス付電話機のファクス着信と電話着信
の呼びわけやホームテレホンの内線直接呼び出しな
どで使用します。
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114 1-4. 電話を転送するとき

1-4．電話を転送するとき
かかってきた電話を内線または別の電話番号へ転送します。

内線電話へ転送する

使い方�

外線と通話中に電話機のフックを軽く押してすぐはなします。（フッキングといいます。）

PHS　保留　または 通話 ボタンを押します。

→「ププププ」と聞こえ、相手には保留音が流れます。

＃� ＊
�

 を押したあと、呼び出すポートの番号を押します。

1 アナログAポート

2 アナログBポート

9  1 無線Aポート

9  2 無線Bポート

9  3 無線Cポート

9  4 無線Dポート

9  5 無線Eポート

9  6 無線Fポート

呼び出された電話機の呼出音が鳴り、呼び出した相手が出たら転送することを伝えて
受話器を置きます。または、転送先の呼出音が鳴ったら、受話器を置きます。

外線相手と転送先で通話ができます。

お願い�

● 同一回線内にバス接続されている別のターミナルアダプタのアナログポートに接続し
た電話機への転送はできません。

● 停電時は利用できません。
● 転送中（転送相手を呼出中）にフッキングすると、転送呼出をやめて外線相手との通

話が再開できます。
● フッキング後、転送先の呼び出しをしないでそのままにしておくと、外線相手との通

話にもどります。
● 三者通話を利用しているときは、内線転送できません。

付加サービスの契約
は必要ありません。

■ 内線転送

外線でかかってきた電話やファクスを、他のアナロ
グポートや無線ポートに転送することができます。
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1151-4. 電話を転送するとき
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別の電話番号へ転送する

かかってきた電話を呼出音を鳴らさずに、外出先や携帯電話などの登録しておいた電話番号
へ自動的に転送します。着信転送には次の2種類があります。

使い方�

Aterm前面のでかけるボタン を押します。

→Atermの液晶ディスプレイに「↑」のピクトグラムが表示されます。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

発信者�
(03-XXXX-XX55)�

へ発信�

転送先�
(03-XXXX-XX99)

転送元�
(03-XXXX-XX55)

INSネット64の付加サービスを�
利用した着信転送の表示例�

03-XXXX-XX55にかかってきた�
電話が自動的に�
03-XXXX-XX99に転送される�

転
送�

Aterm

１２月　１日　９：４７�
テ゛ンワテンソウ�

設定�
着信転送の選択と転送元・転送先の電話番号を登録します。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.176　　 →P.192

→P.209

■ 着信転送
INSネット64の付加サービスを利用します。
○ 使用するBチャネルは1つだけなので、空い

ているBチャネルを使用することができます。
○ 転送トーキや転送元トーキを流すことができます。

■ 疑似着信転送
Atermの機能です。
○ B1、B2チャネルの両方を使用します。
○ 通話中は内線通話以外の通信はできません。
○ INSネット64のINSナンバー・ディスプレイの

申込内容が「通常通知」（通話ごと非通知）の場
合、転送先には契約者回線番号が通知されます。

○ 転送トーキや転送元トーキは流れません。

INSネット64の
「フレックスホン」
の「着信転送機能」

を契約します。

付加サービスの契約
は必要ありません。
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116 1-4. 電話を転送するとき

お知らせ�

● Atermまでの通話料金は発信者に、Atermから転送先の通話料金はAterm側にか
かります。疑似着信転送を使った場合、かかった料金はアナログAポートに蓄積され
ます。

● アナログポートに電話機を接続していなくても利用できます。

電話中に別の電話番号へ転送する

使い方�

通話中にフックを軽く押してすぐはなします。（フッキングといいます。）

PHS　保留　または 通話 ボタンを押します。

「プププッ」という音が聞こえるので、転送する相手の電話番号をダイヤルします。

→通話相手には保留音が流れます。

転送先の相手と通話します。

もう一度フッキングします。

PHS　もう一度　保留　または 通話 ボタンを押します。

「プップッ、プップッ」という音が流れている間に、受話器を置きます。

PHS　切　ボタンを押します。

→通話していた相手と転送した相手が通話できます。

設定�
アナログポートの設定をします。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.177　　 →P.191

→P.208

■ 通信中転送

通話中に別の相手を呼び出して、電話を転送します。

○ 使用するBチャネルは1つだけなので、空い
ているBチャネルを使用することができます。

INS ネット64の
「フレックスホン」
の「通信中転送機

能」を契約します。
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■ 識別着信転送

INSネット64の付加サービスを利用します。

○ 使用するBチャネルは1つだけなので、空い
ているBチャネルを使用することができます。

■ 疑似識別着信転送

Atermの機能です。

INSネット64の
「I N S なりわけ
サービス」を契約

します。

付加サービスの契約
は必要ありません。

特定の電話を別の電話番号へ転送する

特定の相手からの電話を、登録しておいた別の電話番号へ転送します。識別着信には次の2
種類があります。

設定�

識別着信を設定します。

パソコンまたは電話機で設定します。

→P.175　　 →P.191

→P.206

着信転送の転送条件と転送元・転送先の電話番号を登録します。

パソコンまたは電話機で設定します。

→P.176　　 →P.192

→P.209

お願い�

● INSナンバー・ディスプレイの契約をしていないと、アナログ電話回線からの着信番
号が認識できません。アナログ電話回線からの着信も識別着信転送する場合は、INS
ナンバー・ディスプレイの契約をしてください。
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1-5．お出かけ／おやすみになるとき

お出かけになるときやおやすみになるときの設定をします。「おやすみモード」「電話着信転送モー
ド」「ボイスワープ転送モード」「フラッシュモード」の4種類があります。いずれもAterm前面
上部のでかけるボタン を使います。

電話機の呼出音を鳴らさない

使い方�
4つのモードすべてに共通です。

Aterm前面の  ボタンを押します。

→ランプが点灯し、お出かけ設定モードになります。

お知らせ�

● でかけるボタンをロックすることができます。でかけるボタンをロックしておくと、
あやまってボタンを押してお出かけ設定モードになってしまうことを防ぎます。（4
つのモードすべてに共通です。）
○ Aterm前面の　SELECT　ボタンを押しながら  ボタンを押すと、でか

けるボタンがロックされます。再度　SELECT　ボタンを押しながら  ボ
タンを押すと、ロックは解除されます。

● でかけるボタンをいったん押したあと、すぐには押せないようになっています。数秒
間待ってから押してください。

テ゛カケルホ゛タンヲ　
ロックカイシ゛ョシマシタ

テ゛カケルホ゛タンヲ　　
ロックシマシタ　　　　　

付加サービスの契約
は必要ありません。

■ おやすみモード

かかってきた電話の呼出音を鳴らさずに、液晶ディ
スプレイのアナログポートのピクトグラム（ 、

）を点滅表示して知らせます。

［Aterm液晶ディスプレイ］
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設定�

お出かけ設定を「おやすみモード」に設定をします。

おやすみモード中に着信があると、  ボタンが点滅した状態になります。

操作を途中でやめるときは　MENU　ボタンを押します。

Aterm前面の　MENU　ボタンを押します。

SELECT　ボタンを2回押します。

ENTER　ボタンを押します。

ENTER　ボタンを押します。

→おやすみモードに設定されます。

お知らせ�

● 着信中に着信している電話機を上げると、通話することができます。
● おやすみモード中は、無線ポートには着信しません。
● おやすみモード中は、アナログポートに接続した電話機の留守番機能は使用できません。
● おやすみモード中にアナログポートに接続したコードレス電話機の子機で着信応答す

る場合は、子機の  通話 や  外線 ボタンを押してから通話してください。ボタンを
押さないと、機種によっては途中で通話が切れることがあります。

●「ナンバー・ディスプレイを使用する」（→P.129）の設定になっているアナログポー
トに着信があった場合、接続している電話機によっては発信者番号表示をしないもの
があります。

●「モデム・ダイヤルインを使用する」（→P.112）の設定になっているアナログポー
トに着信があった場合、呼出音が鳴らないために着信している電話機が分からないこ
とがあります。

●「アナログ・ダイヤルインを使用する」（→P.113）の設定になっているアナログポー
トに着信があった場合、電話機への着信はおこなわれません。

3 ：オテ゛カケモード　

1 ：チャクシンリレキ　

オテ゛カケモート゛ノ　
セッテイテ゛ス　　　　➪

5秒後

1：オヤスミモート゛　　　

オヤスミモート゛ニ　　
セッテイシマシタ　　　

［Aterm液晶ディスプレイ］
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別の電話番号へ転送する

かかってきた電話を、呼出音を鳴らさずに登録しておいた電話番号へ自動的に転送します。
「着信転送」または「疑似着信転送」機能を使用します。（→P.115）

設定�

お出かけ設定を「電話着信転送モード」に設定します。
あらかじめ着信転送の設定をしておきます。（→P.115）
操作を途中でやめるときは　MENU　ボタンを押します。

Aterm前面の　MENU　ボタンを押します。

　SELECT　ボタンを2回押します。

　ENTER　ボタンを押します。

SELECT　ボタンを押し、「2：デンワテンソ
ウスル」を選択します。

●　SELECT　ボタンを押すたびに、「2：デンワテンソウスル」→「3：ボイスワープッ
セテイ」→「4：フラッシュモード」→「1：オヤスミモード」→「2：デンワテン
ソウスル」と変わります。

　ENTER　ボタンを押します。

→電話着信転送モードに設定されます。

お知らせ�

● 着信転送の設定がINSネット64の「着信転送」に設定されているときは、「NTTチャ
クシンテンソウニセッテイシマシタ」を表示されます。

● 着信転送の設定が「疑似着信転送」に設定されているときは「ギジチャクシンテンソウ」
と表示されます。

● 着信転送の設定が電話番号着信転送（遊遊メール→P.150）に設定されているとき
は「デンワバンゴウヲメールシマス」と表示されます。

● 着信転送の電話番号が設定されていない場合は、  のときに「バンゴウヲセッテイシ
テクダサイ」と表示されます。

1 ：チャクシンリレキ　

3：オテ゛カケモード　

オテ゛カケモート゛ノ　
セッテイテ゛ス　　　　

1 ：オヤスミモート゛　

➪

5秒後

2：テ゛ンワテンソウスル　

［Aterm液晶ディスプレイ］
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INSボイスワープを使って電話を転送する

設定�

お出かけ設定を「ボイスワープ転送モード」に設定します。
操作を途中でやめるときは　MENU　ボタンを押します。

Aterm前面の　MENU　ボタンを押します。

　SELECT　ボタンを2回押します。

　ENTER　ボタンを押します。

　SELECT　ボタンを2回押し、「3：ボイス

ワープセッテイ」を選択します。

3 ：オテ゛カケモート゛

オテ゛カケモート゛ノ　
セッテイテ゛ス　　　　

➪

5秒後

1 ：オヤスミモート゛　

3 ：ホ゛イスワーフ°　
セッテイ　　　　　　　　

1 ：チャクシンリレキ　

［Aterm液晶ディスプレイ］

INSネット64の
「INS ボイスワー
プ」を契約します。

■ ボイスワープ転送モード

着信があるとボイスワープ機能で他の電話番号に転
送します。

○ でかけるボタンを押しておく（ボタン点灯）
と、Atermが自動的にボイスワープセンタに
電話をかけてサービスを開始します。

○ でかけるボタン点灯時に再度でかけるボタン
を押すと、Atermが自動的にボイスワープセ
ンタに電話をかけてサービスを停止します。

○ ボイスワープセンタへの転送開始モードをあ
らかじめ設定しておきます。（Windows →
P.177、Macintosh→P.194、電話機→
P.210
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122 1-5. お出かけ/おやすみになるとき

ホ゛イスワーフ°ニ　　
セッテイシマシタ　　　

●　SELECT　ボタンを押すたびに、「2：デ
ンワテンソウスル」→「3：ボイスワープッ
セテイ」→「4：フラッシュモード」→「1：
オヤスミモード」→「2：デンワテンソウス
ル」と変わります。

　ENTER　ボタンを押します。

→ボイスワープ転送モードに設定されます。

お知らせ�

● INSボイスワープを契約した電話番号を設定していない場合は、 のときに「バンゴ
ウヲセッテイシテクダサイ」と表示されます。
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1 ：チャクシンリレキ　

3 ：オテ゛カケモート゛

オテ゛カケモート゛ノ　
セッテイテ゛ス　　　　

➪

5秒後

1 ：オヤスミモート゛　

４：フラッシュモート゛　
　 　 　 　 　 　 　

呼出音を鳴らさずにボタンを点滅させる

設定�

お出かけ設定を「フラッシュモード」に設定します。

操作を途中でやめるときは　MENU　ボタンを押します。

Aterm前面の　MENU　ボタンを押します。

　SELECT　ボタンを2回押します。

　ENTER　ボタンを押します。

 SELECT　ボタンを3回押し、「4：フラッ
シュモード」を選択します。

●　SELECT　ボタンを押すたびに、「2：デ
ンワテンソウスル」→「3：ボイスワープ
セッテイ」→「4：フラッシュモード」→「1：
オヤスミモード」→「2：デンワテンソウス
ル」と変わります。

　ENTER　ボタンを押します。

→フラッシュモードに設定されます。

お知らせ�

●「フラッシュモード」はおやすみ中に着信を受け付けないための機能であり、どの
ポートへの着信かは液晶ディスプレイに表示しません。着信したポートを識別したい
場合は「おやすみモード」に設定してください。

フラッシュモート゛ニ
セッテイシマシタ

付加サービスの契約
は必要ありません。

■ フラッシュモード

かかってきた電話の呼出音を鳴らさずに、でかける
ボタンのランプを点滅させて着信を知らせます。電
話がかかってきたときだけランプが点滅します。

［Aterm液晶ディスプレイ］
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1-6．INSネット64付加サービスを利用するとき

 i・ナンバーを利用する

設定�
「i・ナンバーを使用する」に設定し、「i・ナンバー情報」の入力と「着信するポート」を指
定します。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.183　　 →P.65

→P.78

号番話電 トーポ信着 例器機続接

i 報情ーバンナ・ 1 55xxxxxx30 A ）値期初（機話電

i 報情ーバンナ・ 2 66xxxxxx30
B /XAF ムデモ

線無 A トーポ 02SRmretA 機話電たし続接に

Aterm

電話機�

電話機�

電話機�

INS�
ネット�
64

アナロ�
グ電話�
回線�

ファクス付電話機�
ファクス付電話機�

AtermRS20

i・ナンバー情報2�
（03xxxxxx66)�

で着信�

i・ナンバー情報2�
（03xxxxxx66)�

で着信�

i・ナンバー情報1�
（03xxxxxx55)�

で着信�

03xxxxxx66を�
ダイヤルする�

03xxxxxx55を�
ダイヤルする�

アナ
ログ

Aポ
ート

アナログBポート

無線Ａポート

お知らせ�

● アナログポートを「使用しない」に設定した場合は、どの着信も受け付けません。
● 3つ以上の電話番号で呼び分けたい場合は、ダイヤルインサービスを利用してください。
● 無線ポートは1つの電話番号に対して1つのポートを呼び分けます。2つ以上呼び

分けたい場合はサブアドレスを利用します。（→P.132）

INSネット64の
「i・ナンバー」を契
約します。

■ i・ナンバー

契約者回線番号のほかにもう1つ追加番号を持つこ
とができます。 電話機とファクス、家族用と個人用な
ど、2つのアナログポートを呼び分けることができ
ます。
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 ダイヤルインサービスを利用する

INS ネット64 の
「ダイヤルインサー
ビス」を契約し、「グ

ローバル着信」を「利用」と
申し込みます。ダイヤルイン
番号を1つ追加するごとに
月額使用料がかかります。

■ ダイヤルインサービス
契約者回線番号のほかに複数の番号を持つことがで
きます。Atermでは最大7つのダイヤルイン番号を
設定することができるので、契約者回線番号と合わ
せて8台までの呼び分けができます。
○「グローバル着信利用」を契約すると契約者回

線番号での着信時は着信番号が通知されないた
め、すべてのアナログポートと無線ポートが呼
び出されますが、Atermの設定により各ポー
トを個別に呼び出しできるようになります。

○ ダイヤルイン番号で着信したときは、着信番
号が通知されるため、割り当てられたポート
ごとに個別に呼び出されます。

設定�

パソコンまたは電話機で設定します。アナログポートと無線ポートでは設定が異なります。

徴特 で号番線回者約契
定設の合場す出び呼

で号番ンイルヤイダ
定設の合場す出び呼 ジーペ照参

トーポグロナア

1 数複にトーポのつ
当り割を号番話電の

るきでがとこるて

信着ルバーログ「○
定設に」るす　

を号番線回者約契○
力入　

信着ルバーログ「○
定設に」いなし　
号番ンイルヤイダ○

力入を　

swodniW

hsotnicaM

機話電

75.P

76.P

97.P

トーポ線無

のへ号番線回者約契
トーポ線無、は信着
、かるす出呼斉一を

の定特 1 び呼みの台
るす択選をかす出

ーログの信通声音○
で出呼時信着ルバ　
をトーポす出び呼　

択選　
を号番線回者約契○

力入　

号番ンイルヤイダ○
力入を　

swodniW

hsotnicaM

機話電

381.P

66.P

77.P

● ダイヤルイン設定例

〈例1〉○ 契約者回線番号（03xxxxxx11）でアナログAポートの電話機のみを
呼び出す

○ ダイヤルイン番号 ①（03xxxxxx22）でアナログBポートのファク
スのみを呼び出す

○ ダイヤルイン番号 ②（03xxxxxx33）で無線Aポートのリモートス
テーション（AtermRS20など）に接続した電話機を呼び出す

号番話電るす信着 のトーポグロナア
」信着ルバーログ「

のトーポ線無
バーログの信通声音「
」し出び呼時信着ル

グロナア A トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11 るす信着ルバーログ －

グロナア B トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 22 いなし信着ルバーログ －

線無 A トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 33 －
線無 A トーポ

線無 B～F トーポ － －
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Aterm

電話機�

電話機�

INS�
ネット�
64

03xxxxxx11（契約者回線番号）�
をダイヤルする�

ファクス�

03xxxxxx22�
（ダイヤルイン番号　　）�
グローバル着信しない�

03xxxxxx11�
（契約者回線番号）�
グローバル着信する�

2

1

　　 03xxxxxx33�
( ダイヤルイン番号　　）�
音声通信のグローバル着信時の�
呼び出し Aポート�

着信番号は�
通知されません�アナログAポ

ート

アナログBポート

アナロ�
グ電話�
回線�

AtermRS20

Aterm

電話機�

電話機�

着信番号は�
通知されます�

着信番号が異な�
るので呼び出し�
ません�
�

INS�
ネット�
64

ファクス�03xxxxxx22�
（ダイヤルイン番号　　)�
グローバル着信しない�

03xxxxxx11�
（契約者回線番号）�
グローバル着信する�

　　 03xxxxxx33�
( ダイヤルイン番号　　）�
音声通信のグローバル着信時の�
呼び出し Aポート�

2

03xxxxxx22（ダイヤルイン番号　　）�
をダイヤルする�

1

03xxxxxx33（ダイヤルイン番号　　）�
をダイヤルする�

2

1 アナロ�
グ電話�
回線�

AtermRS20

〈例2〉○ 契約者回線番号（03xxxxxx11）でアナログA、Bポートの電話機と
全無線ポートを呼び出す

○ ダイヤルイン番号 ① （03xxxxxx22）でアナログBポートの電話機
と無線AポートのPHSを呼び出す

○ ダイヤルイン番号 ② （03xxxxxx33）で無線BポートのPHSのみ
を呼び出す

号番話電るす信着 のトーポグロナア
」信着ルバーログ「

のトーポ線無
バーログの信通声音「
」し出び呼時信着ル

グロナア A トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11 るす信着ルバーログ －

グロナア B トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11
30 ＸＸＸＸＸＸ 22 るす信着ルバーログ －

線無 A トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11
30 ＸＸＸＸＸＸ 22 －

出呼斉一末端全線無 B トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11
30 ＸＸＸＸＸＸ 33 －

線無 C～F トーポ － －

〈例3〉○ 契約者回線番号（03xxxxxx11）でアナログAポートの電話機と無線
Aポートのリモートステーション（AtermRS20など）に接続した電
話機を呼び出す

○ ダイヤルイン番号 ① （03xxxxxx22）でアナログBポートの電話機
と無線BポートのPHSを呼び出す

○ ダイヤルイン番号 ② （03xxxxxx33）で無線CポートのPHSのみ
を呼び出す
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号番話電るす信着 のトーポグロナア
」信着ルバーログ「

のトーポ線無
バーログの信通声音「
」し出び呼時信着ル

グロナア A トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11 るす信着ルバーログ －

グロナア B トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 22 いなし信着ルバーログ －

線無 A トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11 －

線無 A トーポ
線無 B トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 22 －

線無 C トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 33 －

線無 D～F トーポ － －

お願い�

● INSネット64の契約が「グローバル着信利用」となっていても、Atermの設定が
「グローバル着信しない」となっているとAtermの設定が優先され、契約者回線番号
での呼び出しはできません。

● 個別着信では1つの電話番号で1つの無線ポートを呼び出すので、同じ電話番号を
複数の無線ポートに割り当てないでください。同じ番号を設定すると、A～Fの順に
設定が優先されます。

INSボイスワープ／ INSボイスワープ・セレクトを利用する

■ INSボイスワープ

かかってきた電話を別の電話番号に転送します。無
条件に転送する「無条件転送」、設定した秒数以内に
応答しない場合に転送する「無応答時転送」、話し中
の場合に転送する「話中時転送」、話し中の場合また
はあらかじめ設定した秒数以内に応答しない場合に
転送する「無応答/話中時に転送」の4種類から転
送方法が選択できます。

○ 電話機の故障や電源が切れた状態でも転送で
きます。

○ 転送先が5つまで登録でき、その中から選ん
で転送できます。

○ プッシュ回線や INSネット64の公衆電話な
どから、転送の開始／停止／転送先の選択が
できます。

○ ダイヤルインの追加番号ごとに契約できます。

■ INSボイスワープ・セレクト

INSボイスワープの機能に加えて、あらかじめ登録
した電話番号だけを選んで着信または転送すること
ができます。INSボイスワープと同じ機能の「全番号
転送」、登録した電話番号のみ転送する「登録番号転
送」、登録した電話番号を着信してそれ以外を転送す
る「登録番号着信」、話し中の場合またはあらかじめ
設定した秒数以内に応答しない場合に転送する「無
応答／話中時に転送」の4種類から選択できます。

INSネット64の
「INS ボイスワー
プ」を契約します。

INSネット64の
「INS ボイスワー
プ・セレクト」を契
約します。
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128 1-6. INSネット64付加サービスを利用するとき

■ INSキャッチホン

話し中にかかってきた別の相手と通話します。通話
中だった相手は保留にします。

■ 三者通話

通話中に、もう一人を呼び出して三人で通話するこ
とができます。

■ 通信中転送

通話中に別の相手を呼び出して、電話を転送します。

■ 着信転送

かかってきた電話を呼出音を鳴らさずに、外出先や
携帯電話などの登録しておいた電話番号へ自動的に
転送します。

INSネット64の
「フレックスホン」
の「INSキャッチ

ホン」を契約します。

INSネット64の
「フレックスホン」
の「三者通話機

能」を契約します。

INSネット64の
「フレックスホン」
の「通信中転送機

能」を契約します。

INSネット64の
「フレックスホン」
の「着信転送機能」

を契約します。

使い方�
Aterm前面の  ボタンを押します。

→ランプが点灯し、お出かけ設定の INSボイスワープモードになります。

設定�
INSボイスワープを契約した番号を契約電話番号、起動用契約者番号として登録します。
パソコンまたは電話機で設定します。
転送先の電話番号は、INSボイスワープまたは、INSボイスワープ・セレクトの説明書をご
覧になり電話機から登録してください。

→P.177　　 →P.194

→P.210

フレックスホンサービスを利用する

4つの機能がセットになったサービスです。4つの中から必要な機能を選んで契約します。

使い方�
それぞれ以下のページを参照してください。

INSキャッチホン「話し中に別の電話を受ける」（→P.104）

通信中転送 「電話中に別の電話番号へ転送する」（→P.116）

着信転送 「別の電話番号へ転送する」（→P.115）

三者通話 「三人で同時に話す」（→P.96）
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INSなりわけサービスを利用する

設定�
契約者回線番号、ダイヤルイン追加番号ごとに設定をします。INSなりわけサービスを契約
した番号を発信者通知番号として登録します。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.175　　 →P.194

→P.206

お知らせ�

● 登録した電話番号からの着信を通常とは異なる呼出音で呼び出す場合は、識別リンギ
ング機能を設定します。（→P.108）

● 電話機の設定や機種によっては呼出音が鳴らないこともあります。

INSナンバー・ディスプレイ／ INSナンバー・リクエストを利用する

■ INSナンバー・ディスプレイ

発信者の電話番号をAtermの液晶ディスプレイや、
ナンバー・ディスプレイ対応の電話機に表示します。
番号が通知されないときは、その理由を表示します。
INSナンバー・ディスプレイを利用しないと相手が
INSネット64加入者、デジタル携帯電話、PHSの
ときだけは電話番号が通知されますが、INS ナン
バー・ディスプレイを利用するとアナログ電話回線
からの発信者電話番号も表示されます。

INSネット64の
「INS ナンバー・
ディスプレイ」を
契約します。

■ INSナンバー・リクエスト

電話番号を通知しない相手に「こちらは○○○です。
恐れ入りますが、あなたの電話番号を通知しておか
け直しください」と音声で伝えます。

○ 電話番号が非通知の相手からの着信音は鳴ら
ず、かけた人には通話料金がかかります。

INSネット64の
「INS ナンバー・
ディスプレイ」の

オプション機能「INSナン
バー・リクエスト」を契約
します。

INS ネット64 の
「INSなりわけサー
ビス」を契約します。

■ INSなりわけサービス

特定の相手からの着信を知らせます。登録しておい
た電話番号からの着信には「識別着信情報」を付加
して着信し、それ以外の電話番号の着信は通常の着
信になります。

○ Atermの設定により、登録した電話番号から
の着信を通常とは異なる呼出音で呼び出すこ
とができます。
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130 1-6. INSネット64付加サービスを利用するとき

INSネット64の
「INS ナンバー・
ディスプレイ」を

契約します。

INSネット64の
「INSナンバー・ディ
スプレイ」と「フ

レックスホン」の「INSキャッ
チホン」を契約します。

■ INSキャッチホンを利用するキャッチホン・ディスプレイ

INSキャッチホン機能を利用して新たな相手の電話
を着信し、電話番号を表示します。

■ 疑似キャッチホンを利用するキャッチホン・ディスプレイ

Atermの疑似キャッチホン機能を利用して新たな相
手の電話を着信し、電話番号を表示します。

設定�
「ナンバー・ディスプレイを使用する」に設定します。
サブアドレス表示対応のナンバー・ディスプレイ対応通信機器にサブアドレスも表示させる
場合は、「サブアドレスを通知する」に設定します。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.174　　 →P.195

→P.207

お知らせ�

● ナンバー・ディスプレイ対応通信機器の機種によっては、発信者番号が正しく表示さ
れない場合があります。

● ナンバー・ディスプレイ対応通信機器で通話中に新たな着信があっても、発信者番号
は表示されません。また通話終了直後の着信も表示されないことがあります。

● INSナンバー・ディスプレイで着信中は、らくらくユーティリティの　OK　または
登録 ボタンをクリックしないでください。

● 1つのアナログポートに複数のアナログ通信機器を接続した場合、ナンバー・ディス
プレイ対応通信機器が接続されていても発信者番号は正しく表示されません。

● PHS事業者、デジタル携帯電話によっては、発信者番号が正しく表示されない場合
があります。

● INSナンバー・ディスプレイの契約をしていない状態でAtermを「ナンバーディス
プレイを使用する」に設定すると、アナログ網からの着信は発信者番号が表示されま
せん。また接続したナンバー・ディスプレイ対応通信機器には「ヒョウジケンガイ」
と表示されます。

● ディスプレイの表示については、第5編「4. 液晶ディスプレイの表示」（→P.313）
を参照してください。

キャッチホン・ディスプレイを利用する

通話中に別の相手から着信があった場合に、その相手の電話番号をAtermの液晶ディスプ
レイとキャッチホン・ディスプレイ対応機器に表示します。ご利用になるにはキャッチホ
ン・ディスプレイに対応したアナログ通信機器が必要です。
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使い方�

通話中に新たな相手から着信があると「ププッ」という音が聞こえます。

「ププッ・・」のあと「ピッ」という音が聞こえると、Atermの液晶ディスプレイと
キャッチホン・ディスプレイ対応アナログ通信機器のディスプレイに着信した相手の
発信者番号が表示されます。

フックを軽く押してすぐはなします。（フッキングといいます。）

PHS　保留　または 通話 ボタンを押します。

→新たな相手と通話できます。この間最初の相手には保留音が流れます。

もう一度フッキングすると最初の相手と通話できます。フッキングするたびに通話相
手が切り替わります。

設定�
Atermのキャッチホン機能を使用するか、INSネット64のキャッチホン機能を使用
するかを選択します。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.174　　 →P.68

→P.106

「ナンバー・ディスプレイを使用する」に設定します。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.174　　 →P.195

→P.207

「キャッチホン・ディスプレイを使用する」に設定します。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.174　　 →P.68

受話器を上げる�

Aポート�

Bポート�

下記の手順で操作する�

受話器を置く�

＊
�

＊
�

1 ＊
�

＊
�

1 8 ＊
�

＃�＃�

1

2

使用しない�
0

使用する�

1
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132 1-6. INSネット64付加サービスを利用するとき

お知らせ�

● キャッチホン・ディスプレイは無線A～Fポートに増設登録されたAtermRS20や
PHSなどに着信した場合には機能しません。

● キャッチホン・ディスプレイ対応通信機器の機種によっては、発信者番号が正しく表
示されない場合があります。

● キャッチホン・ディスプレイの割り込み音は「ププッ・・」のあと「ピッ」と鳴りま
す。「ピッ」という割り込み音のときに話し中の声が重なると、1秒程度通話が途切
れ、電話番号が正しく表示されないことがあります。

● お出かけ設定の「おやすみモード」「フラッシュモード」、または停電時の動作の「ブ
ザーを鳴らす」のいずれかを設定していると、電話番号が正しく表示されないことが
あります。

● 内線通話中に外線を着信したときはキャッチホンの設定にかかわらず、キャッチホ
ン・ディスプレイ対応アナログ機器のディスプレイに着信した発信者番号が表示され
ます。

● キャッチホン・ディスプレイ着信中はらくらくユーティリティの   OK  や   登録  
ボタンをクリックしないでください。

● 1つのアナログポートに複数のアナログ通信機器を接続している場合は、キャッチホ
ン・ディスプレイ対応機器が接続されていても正常に発信者番号通知ができません。

サブアドレスで特定の電話機に着信する

使い方�

サブアドレス付きの電話番号に電話をかけます。

相手の電話番号をダイヤルします。

〈例〉03-XXXX-XXXX　･･･　 0  3  XXXXXXXX

＊
�

 に続けて相手のサブアドレスをダイヤルします。

〈例〉サブアドレス100　･･･　 ＊
�

 1  0  0 　

設定�
アナログA/Bポート、無線A～Fポートのサブアドレスをそれぞれ設定します。複数のポー
トに同じサブアドレスを付けないようにしてください。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.175　　 →P.66

→P.206

付加サービスの契
約は必要ありません。

■ サブアドレス

INSネット64またはPHSの相手にサブアドレスを
付けて電話をかけてもらうと、Atermに接続された
ポートごとの呼び分けができます。また相手が INS
ネット64に加入していれば、自分側からサブアド
レスを付けて発信することができます。

 IW50/D2編1-6章（124～134） 00.2.2, 9:23 AMPage 132 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



1331-6. INSネット64付加サービスを利用するとき

A
te
rm

を
使
え
る
よ

う
に
す
る

A
te
rm

を
活
用
し
よ
う

　
ー
ー 

機
能
編 

ー
ー

A
te
rm

を
活
用
し
よ
う

　
ー
ー 

設
定
編 

ー
ー

困
っ
た
と
き
に
は

付
録

索
引

●サブアドレスの設定・呼び分け例

例定設 例け分び呼

ドアブサ
スレ

スレドアブサ
信着のし無

らか話電般一
信着の

）斉一末端全（

らか話電般一
信着の

（C トーポ 1* ）

レドアブサ
ス 10 信着の

レドアブサ
ス 40 信着の

グロナア A トーポ 10 るす / いなし ○/× ○/× ○ ×

グロナア B トーポ 20 るす / いなし ○/× ○/× × ×

線無 A トーポ 30 － ○ × × ×

線無 B トーポ 40 － ○ × × ○

線無 C トーポ 50 － ○ ○ × ×

線無 D トーポ 60 － ○ × × ×

線無 E トーポ 70 － ○ × × ×

線無 F トーポ 80 － ○ × × ×

す出び呼：○ いなさ出び呼：×

*1Atermの無線ポートの設定を「音声通信のグローバル着信時の呼び出し」でCポー
トを設定した場合。

アブサ時信着 スレド
指 しな定

アブサ時信着 スレド
指 りあ定

スレドアブサ己自
録登未 付受信着 2* ：致一

：致一不
付受信着
否拒信着

スレドアブサ己自
済録登 付受信着 2* 否拒信着

*2Atermの設定を「サブアドレスなし着信する」に設定した場合。「サブアドレスなし
着信しない」に設定した場合、サブアドレスの指定がない着信は受け付けません。

お知らせ�

● サブアドレスが指定されなかった着信は、すべて受け付けます。
● サブアドレスの指定があった着信は、登録したサブアドレスと一致したときのみ着信

を受け付けます。
● 一般加入電話（アナログ電話回線）からは呼び分けはできません。
● PHSでサブアドレス付きの発信をする場合は、機種によって操作が異なるのでPHS

の取扱説明書を参照してください。
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134 1-6. INSネット64付加サービスを利用するとき

HLCが一致する相手と通信する

CLH ドーコ 別種の器機続接

10 話電

40 3G/2G スクァフ

33 4G スクァフ

63 ドーモスクッミ

94 スクッテレテ

05 スクッテオデビ

35 スクッレテ

65 （ムテスシ理処ジーセッメ SHM ）

56 ISO ンョシーケリプア

設定�
HLC設定とコードを設定します。
パソコンまたは電話機で設定します。

→P.175　　 →P.199

→P.206

お知らせ�

● アナログポートに接続された機器は、自動的にHLCが設定されます。
○ 電話：HLCコード「01」（電話）
○ FAX/モデム：HLCコード「04」（G2/G3ファクス）

● アナログポートで「HLCを設定する」に設定されていても、着信時にHLCが一致
しない場合も着信を受け付ける（HLCを付けて発信はするが、着信判別はしない）
ように設定することができます。ATコマンドの「AT＄A」「AT＄B」で設定します。

● ファクス付電話機のように、相手が電話でもファクスでも着信を受け付けたいとき
は「HLCを設定しない」に設定します。HLCが設定されていると、ISDN用電話機
からの着信が受けられません。

付加サービスの契約
は必要ありません。

■ HLC（高位レイヤ整合性）設定

接続するパソコンやアナログ通信機器の種別をHLC
に設定し、HLCが一致する相手とだけ通信をおこな
います。相手がINSネット64に加入している場合
にだけ利用できます。

○ 発信時はAtermが自動的にHLCを付けて発
信します。

○ 着信時は発信者からのHLCを照合し、一致す
るときだけ通信をおこないます。

○ HLCがない相手からの着信はすべて受け付け
ます。
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2．さまざまな通信機能

ワイヤレスデータ通信するとき

データポートでデータ通信するとき

Atermのメール機能を利用するとき

AtermIW50/Dでデータ通信をします。PHSやワイヤレスセットまたは
別売のAtermRS20を用いると、ワイヤレスでデータ通信ができます。

Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating systemの略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating systemの略です。
WindowsNT®4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system Version 4.0の略です。
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136 2-1. ワイヤレスデータ通信するとき

2-1．ワイヤレスデータ通信するとき
INSネット64のBチャネルが2つあいている状態で、AtermIW50/Dの無線チャネルが2つあ
いている場合に以下のデータ通信ができます。

ワイヤレスデータ通信の種類

AtermはPIAFS2.0に準拠しており、PIAFS32k通信、PIAFS64k通信ができます。ま
た、 PIAFSデータ通信には「PIAFSスルーモード」「プロトコル変換モード」「デュアルリ
ンクワイヤレス通信」の3種類があります。

■ PIAFSスルーモード

PHSやリモートステーションからのPIAFSデータを、AtermIW50/Dで変換しないで
そのままINSネット64に送出します。PIAFS対応のアクセスポイント、またはPHS
公衆網に接続されたPHSデータ端末と直接通信します。

PHS�
公衆網�

C R

INS�
ネット64 PIAFS�

データカード�

PIAFS�
データカード�

AtermIW50/D

インターネットプロバイダ�
PIAFSアクセスポイント�

■ プロトコル変換モード（同期または非同期）

PHSやリモートステーションからのPIAFSデータをAtermIW50/Dで一時的に終端
し、通信相手のモードに合わせてデータを変換します。PIAFSに対応していないターミ
ナルアダプタやアクセスポイントと通信ができ、多くの同期／非同期アクセスポイント
に接続ができます。

類種の信通ターデスレヤイワ D/05WI 線無とトーポターデの
用使時同）信通ターデ（トーポ

D/05WI 線無とトーポターデの
用使時同のと）話通声音（トーポ

k23SFAIP

SFAIP ドーモールス 可用使時同 可用使時同

ドーモ換変ルコトロプ 可不用使時同 、話通声音 SFAIP ーモールス
可用使時同みの合場のド

k46SFAIP

SFAIP ドーモールス 可用使時同

可不用使時同

ドーモ換変ルコトロプ 可不用使時同

信通ターデ線内

間互相トーポ線無 可用使時同 可不用使時同

D/05WI 間トーポターデ － 、話通声音 SFAIP ーモールス
可用使時同みの合場のド
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INS�
ネット64

PIAFS�
データカード�

他のTA

AtermIW50/D

インターネットプロバイダ�
　同期アクセスポイント�
　非同期アクセスポイント�

�

● 同期データへの変換は、PPPデータに限定されます。

■ デュアルリンクワイヤレス通信（NEC独自方式）

リモートステーションのデータポートに接続されたパソコンから、無線2チャネルを
使って最大64kbpsのデータ通信ができるNEC独自の方式です。AtermIW50/Dのプ
ロトコル変換モードによって同期／非同期PPP変換が可能なので、プロバイダのアク
セスポイントとも簡単に接続できます。

PC64kbps

INS�
ネット64

AtermRS20�
リモートステーション�AtermIW50/D
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138 2-1. ワイヤレスデータ通信するとき

リモートステーションでデータ通信をする

AtermIW50/Dの子機として、リモートステーションを増設登録できます。AtermIW50/
Dとリモートステーションでワイヤレス通信し、はなれた場所の電話機やパソコンを使うこ
とができます。

INS�
ネット64

AtermIW50/D�
(親機）�

AtermRS20�
(リモートステーション）�

パソコン�

電話機�

設定�
リモートステーションの取扱説明書をご覧ください。

お知らせ�

● リモートステーションとして使用できるのはAtermRS10、AtermRS20、Aterm
IW60です。

● リモートステーションとして登録できる内線番号はAtermRS20の場合は91・
92・93・94・95、AtermRS10とAtermIW60は91・93・95です。それ以
外の番号では正しく動作しません。

● ワイヤレスセットモデルのAtermRS20は、無線Aポートにあらかじめ登録されて
います。

PHSでデータ通信をする

PHS電話機をAtermIW50/Dの子機として最大6台まで使用することができます。他の子
機やアナログポートに接続した電話機と通話や転送ができます。

お知らせ�

● PHSを子機として使うには、増設登録（ID登録 有料）が必要です。お近くのNEC
サービスステーション（→P.245）または販売店、PCクリーンスポット（→P.243）
にご相談ください。

● 子機として使用できないPHSがあります。ご使用になるPHSの機種を確認してく
ださい。接続できる機種については、ホームページ「AtermStation」（http://
aterm.cplaza.ne.jp）、またはFAX情報サービス（第4編「2-1. Atermについて
のお問い合わせは」→P.239）で確認できます。ホームページでは順次確認できた
機種を紹介しています。

● PHSの待ち受けモードは「オフィスモード」（構内モード）に設定します。オフィス
モードを含むデュアルモードやオートモードでも使用できます。

● データカード一体型PHS以外でデータ通信をおこなう場合は、別途データカードが
必要です。詳しくはPHS販売店などへお問い合わせください。
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お知らせ�

● PHSをコードレス子機で使用した場合、PHS公衆モードで利用できる留守番電話
サービス、文字メッセージ受信、発信時の番号通知などのPHS公衆網のサービスは
利用できません。ただし、ポケットベルへのメッセージ送信、リモートダイヤルなど
のプッシュトーン送出機能は、AtermがPHSの信号をPB信号に変換するので利用
できます。

● AtermIW50/DからPHSに電波が届く範囲は、間に障害物がない状態で約100m
です。設置環境によっては100 ｍ以内でも電波が届かない場合がありますので、
Aterm前面のPHSランプまたはPHSの電波状態表示を確認の上電波の届く範囲で
ご使用ください。

内線データ通信をする

AtermIW50/Dのデータポート、リモートステーションのデータポート、PHSデータ端末
との内線間でデータ通信ができます。

使い方�

■ AtermIW50/Dのデータポートからの発信例
内線91のリモートステーションへ発信：＃/ 9 1 DL

■ リモートステーションのデータポートからの発信例
AtermIW50/Dへ発信： # / 8 1 PF

■ PHS＋カード＋PCからの発信例
内線94のPHSへ発信： # / 9 4

お知らせ�

● データポートから発信する際の「/」は、AT/Sコマンドのセパレータ設定で「 ＊ 」
「 #」に変更することができます。ただし、セパレータを「 # 」に設定すると、内
線データ通信で発信ができなくなります。

● AtermIW50/Dのデータポートの内線番号は「 81 」になります。

トーポ信通 るきで用使
類種の信通ターデ 信発 信着

・トーポターデ
間トーポ線無

信通スレヤイワクンリルアュデ に後の号番線内
「 LD るけ付を」

要不定設

k46SFAIP 信通 に後の号番線内
「 DP るけ付を」

k23SFAIP 信通
に後の号番線内

「 FP るけ付を」
間トーポ線無 k23SFAIP 信通
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140 2-1. ワイヤレスデータ通信するとき

ファイルの共有をする

Windows®98/Windows®95/WindowsNT®4.0の場合、AtermIW50/DとAtermRS20な
どのリモートステーションに接続されたパソコン間で、ファイルやプリンタの共有ができます。
各パソコンのネットワークの設定に「NetBEUI」が組み込まれている必要があります。

PC2

192.168.0.101

192.168.0.100

INS�
ネット64

AtermRS20�
リモートステーション�AtermIW50/D

WindowsNT4.0PC1

データポート�
(#/91)

データポート�
(#/81)

ネットワークコンポーネントの確認

「NetBEUI」が組み込まれているか確認します。 ファイルを共有するすべてのパソコンで、
それぞれ確認します。

パソコンで   スタート →［設定］→［コントロールパネル］を選択します。

「ネットワーク」アイコンをダブルクリックします。

「ネットワークの設定」タブをクリックします。

→［ネットワークの設定］画面が表示されます。
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「現在のネットワークコンポーネント」に次のものが含まれているか確認します。

NetBEUI

Microsoftネットワーククライアント

Microsoftネットワーク共有サービス

   キャンセル　ボタンをクリックし、［ネットワーク］画面を終了します。

お知らせ�

● WindowsNT4.0の場合は、あらかじめ「RAS（リモートアクセスサービス）」を組
み込んでおく必要があります。またRASの設定で着信とリモートアクセスを許可す
るように設定しておきます。ネットワークプロトコルはそれぞれの環境に合わせて、
NetBEUIプロトコルまたはTCP/IPプロトコルを組み込みます。RASについては
WindowsNT4.0の取扱説明書を参照してください。

● AtermIW50/Dに登録されているAtermRS20の着信に関する設定の初期値は、
デュアルリンクワイヤレスモードになっています。AtermRS20に対して32kbps
で着信させたい場合は、『IW50らくらくユーティリティ』を使って、対応する無線
ポートの着信に関する設定を変更します。

● Macintoshの場合は、デュアルリンクワイヤレス通信のCCLファイルをお使いくだ
さい。

「NetBEUI」が組み込まれていることを確認したあとに

共有するフォルダ名またはプリンタ名をPC1またはPC2（パソコン名例）に設定し
た後、各パソコンを再起動します。

● 共有設定については、パソコンの取扱説明書を参照してください。

PC2からPC1へダイヤルアップ接続します。

〈例〉AtermRS20のデータポートからの発信

AtermIW50/Dに対して、電話番号として「＃/81」を用いる

〈例〉AtermIW50/Dのデータポートからの発信

内線91のAtermRS20に対して、電話番号として「＃/91」を用いる

PPPによる認証をおこないます。

  スタート → ［検索］→ ［ほかのコンピュータ］を選択します。

［検索：コンピュータ］画面の「名前」に「PC1」または「PC2」を入力し、　検索開始 
ボタンをクリックします。
→  で指定したフォルダ名またはプリンタ名が表示されます。

お知らせ�

● AtermIW50/Dのデータポートの内線番号は「81」になります。
● 発信の際の「/」は、AT/Sコマンドのセパレータ設定で「＊」「＃」に変更すること

ができます。ただしセパレータを「＃」に設定すると、内線データ通信ができなくな
ります。

● AtermIW50/Dの増設登録の際に、AtermRS20の内線番号は91～96のいずれ
かに決まります。

● ダイヤルアップ接続の場合は、「ダイヤルアップネットワーク」のプロパティで「国
番号と市外局番を使う」を□にし、「電話番号」に「＃/81」や「＃/91」という
ように電話番号を入力します。（→P.256）

 IW50/D2編2-1章（135～141） 00.2.2, 9:27 AMPage 141 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



142 2-2. データポートでデータ通信するとき

2-2．データポートでデータ通信するとき

非同期/同期PPP変換

非同期PPP（Point to Point Protocol）接続機能を持つパソコンと、ISDN回線64kbps
（同期）のダイヤルアップIPアクセスポイントを持つインターネットプロバイダに接続します。

設定�

通常はインターネット接続の際に使用するモデム定義ファイル(AtermIW MP128）、CCL
ファイル（NEC AtermIW MP128）で指定されているので、設定する必要はありません。
設定する場合は、ATコマンドで設定します。

　ATコマンド　at＄n1=1

お知らせ�

● ネットワークからのACCM（*1）を許容しないPPPアプリケーションをお使いの場合
は、ATコマンド「at＄n13=0」でACCMを付加しないようにしてください。
Windows98/Windows95/WindowsNT4.0はACCMを許容するので該当しません。

*1ACCM＝Async Control Character Mapの略。非同期PPP通信で使用する
制御キャラクタを2バイトのキャラクタに変換するかどうかを決める。
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128kbpsマルチリンクPPPのBOD機能を利用する

ISND回線128kbps（同期）のダイヤルアップIPアクセスポイントを持つプロバイダに接
続し、B1チャネルでプロバイダに発信してPPP接続を完了後、B2チャネルで同様に発信
します。2つのBチャネルを使って128kbpsのデータ通信をおこないます。

インターネット�
プロバイダ�

Bチャネル�

パソコン�

1つのBチャネルで�
64kbps接続�

Aterm

インターネット�
プロバイダ�

Bチャネル�
パソコン�

2つのBチャネルで�
128kbps接続�

Aterm

設定�

通常はインターネット接続の際に使用するモデム定義ファイル(AtermIW MP128）、CCL
ファイル（NEC AtermIW MP128）で指定されているので、設定する必要はありません。
設定する場合は、ATコマンドで設定します。

　ATコマンド　at＄n11=1

お知らせ�

● 128kbpsマルチリンクPPP通信状態になると、Atermのブザーが「ピッピッ」と
鳴ります。

● 128kbpsマルチリンクPPP通信で発信しても、プロバイダのアクセスポイントの
ポートに空きがない場合は1つのBチャネルしか接続できないことがあります。

● 128kbpsマルチリンクPPP通信は2つのBチャネルを使用するため、通信料金は
Bチャネル1つしか使用しない通信の2倍かかります。

● 128kbpsマルチリンクPPP通信中は電話の発着信はできません。
● Aterm のデータポートをお使いの場合は、パソコンのシリアルポートの速度を

230.4kbpsに設定します。Windows98/Windows95の場合は230.4kbpsに対
応した市販の高速RS-232Cポートを購入してください。Macintosh の場合は
230.4kbps対応の機種をお使いください。

● 128kbpsマルチリンクPPP通信をおこなうには、プロバイダ側が認証プロトコル
としてPAP（パスワード認証プロトコル）をサポートし、1つ目と2つ目のBチャ
ネルのネゴシエーションを同じ値で容認できる必要があります。通常、プロバイダは
これらが可能です。

● MacintoshでネットワークからのACCMを許容しないPPPアプリケーションをお使
いの場合は、「AT＄N13=0」コマンドでACCMを付加しないようにしてください。

● AtermIWシリーズ、AtermITX80/70シリーズ、AtermIT75シリーズ、60/D、
65EXシリーズ、65シリーズ、50DSU、40/D、55シリーズ同士であれば、
128kbpsマルチリンクPPP通信を対向で実行することができます。この場合は発
信側と着信側に「at＄m=8」を設定してください。また、受信側は応答平均化（→
P.180）を使用しないでください。
他の機種との128kbpsマルチリンクPPP対向通信はできません。
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リソースBOD

128kbpsマルチリンクPPP通信中にアナログポートに接続している電話機の発着信があ
ると、データ通信で使用しているBチャネルの1つを削除し、電話機が使用できるようにし
ます。通話が終了すると128kbpsマルチリンクPPP通信にもどります。

パソコン�

データポートが�
Bチャネル2本分�
を使用�

データポート,アナログポート�
がそれぞれ1本ずつ�
Bチャネルを使用するように�
切り替える�

Aterm パソコン� Aterm

INS�
ネット64

INS�
ネット64

　INSネット64の付加サービス「通信中着信通知サービス」を契約します。

設定�

パソコンで設定します。

→P.179　　 → P.200

お知らせ�

● Bチャネルの1つが削除されると「ピッ」と音が鳴ります。通信終了時にも「ピッ」
と音が鳴ることがあります。

● プロバイダの混雑状況によっては、電話終了後に2つ目のBチャネルを追加できな
いことがあります。（「ピッピッ」と音が鳴りません。）このときは、電話機の受話器
を上げて2秒待ってから受話器をもどすと、再度Bチャネルの追加を試みます。

● 2つ目のBチャネルの追加と電話をかけるタイミングが重なると、話し中音が聞こえ
ることがあります。その場合は再度電話をかけなおしてください。

● リソースBODとスループットBODの両方を設定した場合、Bチャネルの削除はそ
れぞれの削除条件にもよりますが、スループットがしきい値以上になったときだけB
チャネルが追加されます。通話後に条件が満たされなければ、Bチャネルは追加され
ません。
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スループットBOD

128kbpsマルチリンクPPP通信中、通信データ量によってデータ通信が使用するBチャ
ネル数を1つまたは2つに自動的に変更します。通信データ量が少ないときには1つのB
チャネルを使用し、データ量が多いときだけ2つのBチャネルを使用するので、通信料金を
節約することができます。
設定した「リンク追加算出時間」内の送出または受信データ量が「リンク追加しきい値」よ
り大きくなると、2つ目のBチャネルを追加します。また「リンク削除算出時間」内の送出
または受信データ量が「リンク削除しきい値」より小さくなると、2つ目のBチャネルを削
除してBチャネル1つだけを使用するようにします。

インターネット�
プロバイダ�

Bチャネル� データ量に�
よって�
切り替え�

パソコン� Aterm

インターネット�
プロバイダ�

Bチャネル�
パソコン� Aterm

設定�
「スループットBOD」と「リンク追加しきい値/算出時間」、「リンク削除しきい値/算出時
間」をパソコンで設定します。

→P.179　　 → P.200

お知らせ�

●「リンク追加」はBチャネルの追加、「リンク削除」はBチャネルの削除のことをい
います。

●「しきい値」は回線利用率（%）で指定します。
回線利用率（%）＝（一定時間のデータ量の平均値）÷（回線の最大データ量）×100
なお、「回線の最大データ量」は64kbps（＝8kbps/秒）と考えます。

〈例〉 リンク追加算出時間＝30秒　リンク追加しきい値＝70%のとき
30秒間の回線利用率が70%より大きくなったとき（＝30秒間のデータ量の平
均値が44.8kbpsより大きくなったとき）、Bチャネルを追加
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スティルスコールバックを利用する

Atermを使用したネットワークで、クライアント側から発信するとサーバ側のAtermが自
動的にクライアント側へ電話をかけ直して、クライアント側の電話料金を発生させないよう
にすることができます。自宅（クライアント）と会社（サーバ）間のネットワークで、自宅
側の電話料金を発生させずに通信するという使い方などができます。

クライアント� Aterm Aterm サーバ�

INSネット64

発　信�
呼　出�
切　断�
発　信�
通　信�

お知らせ�

● ここではAtermIW50/Dのデータポートに接続されたクライアントとサーバ間での
スティルスコールバックについて説明します。AtermIW50/Dの無線ポートに接続
されたクライアント（例：AtermRS20のデータポートに接続されたパソコンなど）
とサーバ間のスティルスコールバックについては、AtermRS20などのワイヤレス
子機の取扱説明書を参照してください。使用するワイヤレス子機（AtermRS10や
AtermIW60（子機モード）など）によってはスティルスコールバックの機能を持っ
ていないものもあります。

設定�
ATコマンドとパソコンで クライアントとサーバの設定をします。

クライアント（発信）側

「スティルスコールバックする」に設定します。

ATコマンド　at＄n10=1

「発信者番号通知設定」を「通知する」に設定します。

ATコマンド　at＄n12=1

● 相手に発信者番号を通知するように設定します。INSネット64の契約とAterm
の設定によって、他の設定方法でもできます。（→P.92）

パソコンで設定します。

→P.180　　 → P.198

「RS-CSフロー制御あり」（初期状態）に設定します。

ATコマンド　at¥q3
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「自動応答」（初期状態はRING1回で自動応答）に設定します。

ATコマンド　ats0=1

サーバ（着信）側

サーバのER信号をONにします。

「スティルスコールバックする」に設定します。

ATコマンド　at＄n10=1　

「発信者番号通知設定」を「通知する」に設定します。

ATコマンド　at＄n12=1

　パソコンで設定します。

→P.180　　 → P.198

「RS-CSフロー制御あり」（初期状態）に設定します。

ATコマンド　at¥q3

「自動応答」（初期状態はRING1回で自動応答）に設定します。

ATコマンド　ats0=1

お願い�

● クライアント側の同一回線内に複数のターミナルアダプタが接続されているときは、
Atermが指定されるようにサブアドレスやダイヤルインを利用してください。指定さ
れていないと、かけ直したときに他のターミナルアダプタが応答することがあります。

お知らせ�

● AtermIW50/D、AtermITX80/70シリーズ、Aterm IT75シリーズ、60/D、40/
D、65EXシリーズ、65シリーズ、50DSU、55シリーズ、45シリーズ、25DSU、
Aterm IW60シリーズ（子機モード）、Aterm IB55Pro/II、Aterm IC20で利用
できます。

● スティルスコールバックが実行されたかどうかは、通信後にクライアント側の累積通
信料金が増えていないことで確認できます。

● スティルスコールバックを利用していても、通常の発着信はできます。
● アナログポート、AtermRS20以外の無線ポートでは使用できません。
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応答平均化を利用する

1本のINSネット64に複数のAtermが接続されている場合、クライアントからサーバにア
クセスがあるとサーバは全ポートに着信し、その中で早く応答したポートがクライアントと通
信状態になり、遅く応答したその他のポートは接続に失敗したとみなされ切断されます。この
ため、遅く応答したポートは着信から切断復旧までの間、次の着信を受けることができません。
応答平均化を利用すると各Atermへ交互に着信させることができるので、サーバに対する
無効な着信や接続の失敗を防ぐことができます。

INSネット64 Aterm

サーバ�

ポート1�
�

着信�

ポート2�
�

Aterm

設定�

パソコンで「応答平均化する」、「接続台数（接続端末数）」を設定します。

→P.180　　 → P.198

お願い�

● 同一の INSネット64回線に接続されているすべてのAtermに「応答平均化する」
を設定してください。設定されていないAtermがあると、着信順が保証できません。

お知らせ�

● AtermIW50/D、AtermITX80/70シリーズ、Aterm IT75シリーズ、60/D、40/D、
65EXシリーズ、65シリーズ、50DSU、55シリーズ、45シリーズ、40/D、
25DSU、Aterm IW60シリーズ、Aterm IB55Pro/II、Aterm IC20で利用でき
ます。

● アナログポート、無線ポートでは使用できません。

無通信監視タイマを利用する

通信を監視し、一定時間データのやりとりがないと自動的に通信を切断します。
監視時間は1～10分で、1分単位で設定できます。

設定�

パソコンで設定します。

→P.179　　 → P.198

お願い�

● MacintoshでOpen Transport PPPをご利用の場合やプロバイダによっては、監
視パケットなどを定期的に発信する場合があります。その場合、無通信監視タイマが
無効になり通信は切断されないので、パソコンから切断操作を実行してください。
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強制切断タイマを利用する

設定した通信時間を超えると、強制的に通信を切断します。ソフトウェアが正常に動作しな
かったためにパソコンで切断操作ができなかった場合などの切断忘れを防ぎます。
タイマは1～10時間で、1時間単位で設定できます。

設定�

パソコンで設定します。

→P.179　　 → P.198

お願い�
● 強制切断したくない場合は、「切断しない」に設定してください。

お知らせ�

● 定期的に監視データを発信するため、無通信監視タイマが無効なプロバイダとの接続
でも切断忘れを防ぐことができます。

CTIを利用する

CTI（コンピュータ・テレフォニー・インテグレーション）機能は、着信時に通知される情報
をコンピュータで処理するなど、電話機とコンピュータを統合的に利用する機能のことです。
AtermのCTI機能は、アナログポートに通知される着信情報に含まれる発信者番号などを、
着信時にデータポートにリザルトコードで送出します。

RING ANALOG発信者番号（最大32桁）／発信者サブアドレス（最大19桁）
着信番号（最大32桁）／着信サブアドレス（最大19桁）

非通知理由を受信したときは、発信者番号／発信者サブアドレスの代わりに以下の形式でリ
ザルトコード（→P.286）を送出します。

RING ANALOG［非通知理由］着番号／着サブアドレス
↑

P：ユーザ拒否 O：サービス提供付加
C：公衆電話発信 S：サービス競合

設定�
パソコンで「CTIモードを使用する」に設定します。

　ATコマンド　AT$A16=1

→P.175

お知らせ�

● サブアドレスセパレータ「／」は固定です。
● リザルトコードの最後に付加される「CR」「LF」は固定です。
● i・ナンバーをご利用のときは、着信番号のかわりにi・ナンバー情報に対応した電話

番号が表示されます。
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2-3．Atermのメール機能を利用するとき
INSネット64の基本サービス「ユーザ間情報通知サービス（UUI）」でメールサービスが利用でき
ます。

メールサービスについて

Atermで利用できるメールサービスは次の3種類です。

■ 電子メール着信通知

BIGLOBEに電子メールが届くと、AtermIW50/DまたはAtermRS20のMSGラン
プが点滅して電子メールの到着を知らせます。また、ユーティリティソフト「UUIメー
ル EX」をインストールしておくと電子メールの到着のほか、電子メールの発信者
（From）や用件（Subject）の情報もパソコン画面で確認できます。
BIGLOBEの加入とメールオプションの申し込みが必要です。

AtermIW50/D

AtermIW50/D

AtermRS20

BIGLOBE会員�
BIGLOBE

・MSGランプ点滅�
・UUIメールEXで�
　メール到着情報を確認�

メール到着を通知�

インターネット�
経由のメール�

他のパソコン通信�
会社の会員からのメール�

BIGLOBE会員�
からのメール�

INSネット64

インター�
ネット�

■ 遊遊メール（UUIメール変換サービス）

BIGLOBEにUUIメールを送信すると、BIGLOBEのサーバが電子メールの形式を変換
してインターネット上に送信します。電子メールでの呼び出しやメッセージ送信ができ
るPHS、携帯電話、ポケットベルのショートメッセージサービスを利用することもでき
ます。また、Atermに接続した電話機から送信することもできます。
BIGLOBEの加入とメールオプションの申し込みが必要です。

Atermパソコン�

遊遊メール�
（メール1通につき0.4円）�

パソコン�

ポケットベル�

PHS／携帯電話�

BIGLOBE�
�
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■ UUIメール

プロバイダやパソコン通信サービスを経由せずに、AtermIW50/DまたはAtermRS20
とその他のAterm間で直接メールを送受信することができます。

AtermIW50/D

AtermRS20

パソコン�

UUIメール�
（メール1通につき0.4円）�

パソコン�

Aterm パソコン�

INS�
ネット64

ご利用の条件

Atermのメール機能を利用するには、以下の契約と申し込みが必要です。

INSネット64基本サービスの契約

利用するメール機能によってINSネット64の基本サービスの契約を次のようにしてください。

SNI ス�ビ�ー�サ�本�基�
知�通�報�情�間�ー�ザ�ー�ユ� 知�通�号�番�者�信�発� 知�通�信�着�中�信�通�

ス�ビ�ー�サ�ル�ー�メ�

知�通�信�着�ル�ー�メ�子�電� 可�許�信�着� －� 奨�推�込�申� 1*

ル�ー�メ�遊�遊� 可�許�信�着� －� 奨�推�込�申� 1*

IUU ル�ー�メ� 可�許�信�着�

知�通�常�通� ご�話�通�（�
は�た�ま�）�知�通�非�と�
線�回�（�知�通�非�常�通�

）�知�通�非�と�ご� 2*

－�

*1「通信中着信通知」を申し込むと、2つのBチャネルを使用した通話中でもUUIの着
信を受け付けることができます。

*2「通常非通知」にてご契約になっている方はらくらくユーティリティの設定で、デー
タポートの発信者番号通知を「おこなう」に設定する必要があります。

BIGLOBEの申し込み

「電子メール着信通知」「遊遊メール」を利用するには、BIGLOBEの加入（有料）とメール
オプションの申し込み（有料）が必要です。 詳細はそれぞれのホームページを参照してくだ
さい。（平成12年1月現在）
BIGLOBEホームページ＝ http://www.biglobe.ne.jp
メールサービスホームページ＝

http://aterm.cplaza.ne.jp/special/uuimex/index.html
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使用するツール

ルーメ子電
知通信着 ルーメ遊遊 IUU ルーメ ジーペ照参

IUU ルーメ XE ○ 1* ○ 2* ○ swodniW
hsotnicaM

： 351.P
： 851.P

ンホレテ IUU ルーメ
）機話電（ × × ○

261.P
ルーメ遊遊ンホレテ

）機話電（ × ○ 2* ×

*1 BIGLOBEで設定した「通知表示名」の登録が必要です。
*2BIGLOBEの IDの登録が必要です。

お知らせ�

●『BIGLOBE』は、NECが運営するインターネットとパソコン通信の垣根をなくした
プロバイダです。

設定�

データポートに発信者通知番号と着信番号を設定します。

パソコンで設定します。

→P.178　　 →P.198
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インストール先とフォルダ名を指定し、
次へ ボタンをクリックします。

● 変更の必要がない場合は、そのまま
次へ ボタンをクリックします。

● インストール先、フォルダ名を変更
するときは 参照 ボタンをクリック
し、インストール先を指定します。

● 次の画面が表示されたら、 はい
ボタンをクリックします。

→［プログラムフォルダの選択］画面が表
示されます。

プログラムフォルダ名を指定し、次へ
ボタンクリックします。

● プログラムフォルダ名を変更すると
きは、フォルダ名を入力するか、ま
たは「既存のフォルダ」から選択し
ます。

→インストールが始まります。

→［コンポーネントの選択］画面が表示さ
れます。

「スタートアップに登録する」のチェッ
クボックスが になっていることを確
認して 次へ ボタンクリックします。

●「スタートアップに登録する」が
チェックされていると、パソコンの
起動時に自動的にUUIメールEXが
起動します。

→［セットアップの完了］画面が表示され
ます。

UUIメールEXを使うには

メールサービスを利用するには、Aterm
IW50/Dに添付されているユーティリ
ティソフト「UUIメールEX」を使用し
ます。

お知らせ�

●「UUIメールEX」については、添
付CD-ROM「AtermIW50シ
リーズユーティリティ集」に
HTML形式のオンラインマニュ
アルが保存されています。CD-
ROMの「HTML」フォルダ内の
「index.htm」ファイルをブラウ
ザで開くと、UUIメールEXの詳
しい説明を見ることができます。

Windows98/Windows95/
WindowsNT4.0

UUIメールEXのインストール

パソコンを起動します。

添付CD-ROM「AtermIW50シリーズ
ユーティリティ集」をCD-ROMドライ
ブにセットします。

スタート →［ファイル名を指定して
実行］を選択します。

「名前」に半角で次のように入力します。

Q: ¥Util¥Mail¥Uuiex¥Setup.exe
（Qはドライブ名）

OK ボタンをクリックします。

→［インストール先の選択］画面が表示され
ます。
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UUIメールEXの環境設定をする

メール機能の環境設定をします。

タスクトレイ内の「UUIメールEX」ア
イコンを右クリックします。

→ポップアップメニューが表示されます。

［環境設定］を選択します。

→［環境設定］画面が表示されます。

●［UUIメールEX］画面の「環境設定」
アイコンをクリックして環境設定画
面を表示させることもできます。

「メール着信通知」「UUIメール」「遊遊
メール」の中から利用するメールサー
ビスのタブをクリックします。

■メール着信通知

メール到着検出時にポップアップする
にすると電子メールが到着したこ

とをパソコンの画面上で知らせます。

参照 ボタン
「利用するメールソフト」を設定す
るときにクリックします。ふだん
使っている電子メールソフトを選択
します。

利用するメールソフト
参照 ボタンで指定した電子メールソ
フトが表示されます。電子メールソフ
トを指定していない場合は空欄です。

「今すぐUUIメールEXを起動する」と
「README.TXTを参照する」が に
なっていることを確認して 終了 ボタ
ンをクリックします。

→メモ帳が起動し、UUIメールEXの説明が
表示されます。

README を読み終えたらクローズ
ボックスをクリックし、メモ帳を終了
します。

→［UUIメールEX］画面が表示されます。
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メール通知設定
電子メール着信通知をするときの名
前を次の手順で登録します。

名前を登録する欄をクリックし、

  登録 ボタンをクリックします。

→［名前登録］画面が表示されます。
「 サ ー ビ ス プ ロ バ イ ダ 」 に は
「BIGLOBEメール」と表示されます。

「名前」に電子メールが着信したと
きに表示させる自分の名前を入力
します。

「通知表示名」に BIGLOBE の
メールオプション設定で入力した通
知表示名と同じ名前を入力します。

OK ボタンをクリックします。

●「メール通知設定」を複数登録する
ときは、 ～ をくり返します。

■遊遊メール

BIGLOBE-ID
BIGLOBEの IDを入力します。

発信者番号通知
発信者番号通知の番号が表示されて
いることを確認します。表示されて
いないときは、IW50らくらくユー
ティリティで契約者回線番号を設定
してください。

■UUIメール

メール到着検出時にポップアップする
にすると電子メールが到着したこ

とをパソコンの画面上で知らせます。

発信者名
任意の名前を入力します。
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アドレス帳に登録する

メール送信する相手をアドレス帳に登録
します。

タスクトレイ内の「UUIメールEX」ア
イコンを右クリックします。

→ポップアップメニューが表示されます。

［アドレス帳］を選択します。

→［アドレス帳］画面が表示されます。

●［UUIメール送信］画面の アドレス帳
ボタンをクリックして［アドレス帳］
画面を表示させることもできます。

入力する欄をクリックし、アドレスを
入力します。

名前
送信相手の名前を入力します。

UUIメール送信
UUIメール送信をおこなう相手の電
話番号を入力します。サブアドレス
がある場合は、「/」のあとにサブア
ドレスを入力します。

電子メールアドレス
電子メール送信をおこなう相手の電
子メールアドレスを入力します。

ショートメッセージ送信アドレス
ショートメッセージ送信をおこなう
相手のドメイン名を入力します。

備考
備考が必要なときに入力します。

適用 ボタンをクリックします。

● 続けて登録する場合は、 ～ をく
り返します。

OK ボタンをクリックします。

→［アドレス帳］画面が終了し、［UUIメール
送信］画面にもどります。

　［システム設定］タブをクリックします。

→［システム設定］画面が表示されます。

ポート番号
Atermが接続されているCOMポー
トを選択します。「自動設定」を選択
すると、起動時にUUIメールEXが
自動的にCOMポートを検出します。

起動時最小化する
にするとUUIメールEXのメイン

画面を、起動時に最小化します。

メール監視時間
Atermに対してメール到着の確認を
何分ごとにするかを設定します。

適用  ボタンをクリックしてから OK
ボタンをクリックします。
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メールを送信する

タスクトレイ内の「UUIメールEX」ア
イコンを右クリックします。

メニューの中から利用するメール送信
サービス（UUIメール送信、電子メール
送信、ショートメッセージ送信のいず
れか）を選択します。

UUIメール送信
Aterm間で直接メール送信をするとき

電子メール送信
遊遊メールで電子メールを送信する
とき

ショートメッセージ送信
遊遊メールでメッセージ送信ができ
るPHS、携帯電話、ポケットベルの
ショートメッセージサービスを利用
するとき

→［UUIメール送信］画面が表示されます。

宛先（メール送信先）とメッセージ内容
を入力します。

利用サービス
利用するメール送信を確認します。

追加 ボタン
アドレス帳に登録されている宛先を
追加します。

手入力 ボタン
宛先を直接入力するときにクリック
します。

差込ファイル ボタン
保存済みのメッセージを送信すると
きにファイルを指定します。

「利用サービス」が  で選択した
メール送信サービスになっている
ことを確認します。

追加 ボタンをクリックします。

→［宛先選択］画面が表示され、アドレ
ス帳に登録されている名前が表示さ
れます。

送信相手を選択します。

● 送信先を直接入力するときは
手入力 ボタンをクリック

し、相手の電話番号やメール
アドレスを入力して OK ボ
タンをクリックします。

発信者名が表示されていることを
確認します。

●「UUIメール送信」のときは、
環境設定の「UUIメール」の
発信者名に入力した名前が表
示されます。「電子メール送
信」「ショートメッセージ送
信」のときは、環境設定の「遊
遊メール」のBIGLOBE IDが
表示されます。

送信するメッセージを入力します。

● メッセージ入力欄の上に入力
可能文字数（半角）が表示され
るので、その範囲内で入力し
ます。あらかじめ保存してお
いたメッセージを入力する場
合は、  差込ファイル  ボタン
をクリックしてメッセージの
保存されているファイル名を
指定します。

送信 ボタンをクリックします。

→送信が実行され、送信結果（「送信完了」ま
たは「送信失敗」）が表示されます。

AtermのSD/RDランプが消灯してい
ることを確認し、 OK ボタンをク
リックします。
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着信した電子メールを見る

B I G L O B E に電子メールが届くと
AtermのMSGランプがオレンジ色に点
滅します。タスクトレイの「UUIメール
EX」アイコンも点滅します。

電子メール着信通知の場合
［新着メール通知］画面が表示される
ので はい ボタンをクリックし、
［メール参照］画面でメールの
「From」と「Subject」を確認します。

UUIメールの場合
タスクトレイ内の「UUIメールEX」
アイコンを右クリックし、［UUIメー
ル受信］を選択して内容を確認しま
す。

お知らせ�

● インターネットに接続している
ときはAtermに接続されたパソ
コンのCOMポート（通信ポート）
が使用中なので、UUIメールEX
を起動することはできません。

Macintosh

UUIメールEXのインストール

パソコンを起動します。

添付CD-ROM「AtermIW50シリーズ
ユーティリティ集」をCD-ROMドライ
ブにセットします。

→デスクトップにCD-ROMのアイコンが表
示されます。

CD-ROMのアイコンをダブルクリック
します。

CD-ROMの中の「UUIメールEX」フォ
ルダをハードディスクにコピーします。

→UUIメールEXのインストールが完了します。

CD-ROMを取り出します。

UUIメールEXの環境設定をする

メール機能の環境設定をします

ハードディスクの中の 「UUI メール
EX」フォルダをダブルクリックします。

「UUIメールEX」のアイコンをダブル
クリックします。

「まず初めに、環境設定を行ってくださ
い。」と表示されるので、 OK ボタン
をクリックします。

● すでに環境設定をしてある場合は、
［UUIメールEX］画面でツールバー
の  ボタンをクリックします。

→［UUIメールEX－環境設定－］画面が表示
されます。
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「メール着信通知」「UUIメール」「遊遊
メール」の中から、利用するメールサー
ビスの設定をします。

■ メール着信通知

「メール到着検出時にポップアップ
する」が  になっていると、電子
メールが到着したことをパソコン
画面で知らせます。

 登録 ボタンをクリックし、「メー
ル通知設定」をします。

→［名前登録］画面が表示されます。

名前を入力します。

「通知表示名」にはBIGLOBE の
ホームページで設定した通知表示
名（電子メール着信通知サービス
の設定画面で入力したもの）を入
力します。

 OK ボタンをクリックします。

→［メール着信通知］画面にもどります。

●「メール通知設定」を複数登録す
るときは、 ～  をくり返します。

■ UUIメール

「メール到着検出時にポップアップ
する」が  になっていると、電子
メールが到着したことをパソコン
画面で知らせます。

「発信者名」を入力します。任意の
名前を付けてください。

■ 遊遊メール

「BIGLOBE ID」を入力します。

「発信者通知番号」が表示されてい
ることを確認してください。

● 発信者通知番号が表示されていない
ときは、「IW50らくらくユーティリ
ティ」を使用して契約者回線番
号（自己アドレス）を設定してください。
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［システム設定］タブをクリックします。

→［システム設定］画面が表示されます。

「接続ポート」でAtermが接続されてい
るポート（「モデムポート」または「プ
リンタポート」）を選択します。

「メール監視時間」でAtermに対して
メール到着の確認を何分ごとにするか
を設定します。

OK ボタンをクリックします。

→［UUIメールEX］画面が表示されます。

アドレス帳に登録する

メールを送信する相手をアドレス帳に登
録します。

ハードディスクの 「UUI メールEX」
フォルダ内の「アドレス帳」アイコンを
ダブルクリックします。

● UUI メールEXが起動中の場合は、
［UUIメールEX画面］のツールバー
の ボタンをクリックします。

→［UUIメールEX－アドレス帳－］画面が表
示されます。

（新規）ボタンをクリックします。

→［UUIメールEX－アドレスの編集－］画面
が表示されます。

入力する欄をクリックし、アドレスを
入力します。

名前
送信相手の名前を入力します。

UUIメールアドレス
UUIメール送信をおこなう相手の電
話番号を入力します。サブアドレス
がある場合は、「/」のあとにサブア
ドレスを入力します。

電子メールアドレス
電子メール送信をおこなう相手の電
子メールアドレスを入力します。

ショートメッセージアドレス
ショートメッセージ送信をおこなう
相手のドメイン名を入力します。
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 アドレス帳　ボタンをクリックし、「宛
先」を指定します。アドレス帳に登録さ
れていない場合は  手入力  ボタンをク
リックして宛先を入力します。

● 同じ内容のメールを複数の相手に送
信する場合は、 追加 ボタンをク
リックして宛先を追加します。

「メッセージ」に送信するメッセージを
入力します。

● 入力可能文字数（半角）が「あとXX
文字」と表示されるので、その範囲
内で入力してください。

● あらかじめ保存しておいたメッセー
ジを入力する場合は、  差込  ボタン
をクリックしてメッセージの保存さ
れているファイルを指定します。

送信 ボタンをクリックし、送信を実
行します。

→送信結果（「送信完了」または「送信失敗」）
が表示されます。

AtermのSD/RDランプが消灯してい
ることを確認し OK ボタンをクリッ
クします。

着信したメールを見る

BIGLOBEに電子メールが届くとAterm
のMSGランプがオレンジ色に点滅し、
「新着メールがあります。」と画面に表
示されます。

OK ボタンをクリックします。

「UUIメールEX」を起動します。

→電子メール着信通知の一覧が表示され、
メールの内容が確認できます。

お知らせ�

● 電子メール着信通知サービスの
設定が正しくないと、MSGラン
プは点滅しません。

OK ボタンをクリックします。

アドレス一覧の画面にもどります。

● 続けて登録する場合は、 ～ をく
り返します

クローズボックスをクリックし、アド
レス帳ウィンドウを閉じます。

メールを送信する

ハードディスクの 「UUI メールEX」
フォルダ内の「UUIメールEX」アイコ
ンをダブルクリックし、UUIメールEX
を起動します。

［UUIメールEX］画面のツールバー中
から利用するメール送信サービスのボ
タンをクリックします。

UUIメール

電子メール

ショートメッセージ

→［UUIメールEX－メール送信－］画面が表
示されます。

〈例〉「電子メール送信」の場合
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テレホンUUIメール／テレホン遊遊メールを使うには

Atermの液晶ディスプレイを見ながら、アナログポートに接続した電話機のプッシュボタン
を使ってメールを送信することができます。

テレホンUUIメールの送信

電話機からAtermを持っている相手にUUIメールを送信します。
ご利用の前に INSネット64の契約内容が次のようになっているか確認してください。
○ ご確認項目 － 必須項目 － の「ユーザ間情報通知サービス」：「着信許可」
○ ご確認項目 － 付加機能項目【月額使用料（無料）】 － ：「通信中着信通知サービス」

使い方�

受話器を上げます。

 2 1＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

 を押します。

相手の電話番号を押します。

● 電話番号のかわりに 3＊
�

 を押すと、前回の電話番号が表示されます。

 ＃� を押したあとにサブアドレス（最大15桁）を指定します。

サブアドレスを付ける場合： ＊
�

 サブアドレス ＃�

サブアドレスを付けない場合： ＃�

 ＃� ＊
�

 を押したあとにメッセージを入力します。

● メッセージは数字と ＃�＊
�

 の組み合わせで入力します。（→P.165「メッセージの
作成のしかた」）

〈例〉ゲンキデスカ？

2 4 0 4 00 3 2 2 44 4 0 4 3 3 22 1 6 7

ケ 　 ゛ ン 　 キ 　 テ 　 ゛ ス 　 カ 　 ？ �

● 3＊
�

 を押すと前回のメッセージが表示されます。
● メッセージとして入力できる文字数は半角で100文字以内です。これを超えるとエ

ラー通知音（ピッピッ）が鳴り、それ以降の入力文字は無視されます。

＃�＃� を押したあと、受話器を置きます。

→送信が終了すると、液晶ディスプレイの「ソウシンシマシタ」と5秒間表示されます。
送信が失敗したときは、「ソウシンシッパイ　サイソウシンシテクダサイ」と表示されます。

お知らせ�

● メッセージ送信を中断するときは、最後の ＃� を押す前に受話器を置きます。
● メッセージの送信が失敗したときや、もう一度同じ内容を送信するときは次の操作を

します。
受話器を上げる→ ＃�32＊

�

＊
�

＊
�

 →受話器を置く
なお送信できるのはテレホンUUIメール、テレホン遊遊メール（ポケットベル/PHS/携
帯電話）、 テレホン遊遊メール（電子メール）の区別なく直前に実行した１つだけです。
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テレホン遊遊メールの送信（ポケットベル/PHS/携帯電話への送信）

BIGLOBEの遊遊メールサービスを利用して電話機からポケットベルやPHS、携帯電話に
ショートメッセージを送信します。
ご利用の前に次の点を確認してください。

○ BIGLOBEへの加入と遊遊メールサービスの申し込み

○ BIGLOBEの ID番号の登録（→P.167「BIGLOBEの ID番号の登録」）

○ 発信者番号通知の設定
INSネット64で「通常非通知」を契約している方は、IW50らくらくユーティ
リティでデータポートの発信者番号通知を「行う」に設定します。（Windows→
P.178、Macintosh→P.198）

○ PHS、携帯電話、ポケットベルサーバのドメイン名の登録（→P.168「ポケッ
トベル/PHS/携帯電話のドメインネームの登録」）

使い方�

受話器を上げます。

 ＊
�

＊
�

 を押します。

登録してあるドメイン名の番号（ 3 1  ～ 3 8  ）を押します。

 ＊
�

 を押したあと、送信相手のPHS、携帯電話、ポケットベルの番号を押します。

● パスワードがある場合は、続けてパスワードも入力します。

● パスワードで「＿」を入力するときは、 9 1＊
�

 を押します。

● 電話番号のかわりに 3＊
�

 を押すと、前回の電話番号が表示されます。

 ＃� ＊
�

 を押したあとにメッセージを入力します。

● メッセージは数字と ＃�＊
�

 の組み合わせで入力します。（→P.165「メッセー
ジの作成のしかた」）

●  3＊
�

 を押すと前回のメッセージが表示されます。

● メッセージとして入力できる文字数は98文字以内です。これを超えるとエラー
通知音（ピッピッ）が鳴り、それ以降の入力文字は無視されます。

 ＃�＃� を押したあと、受話器を置きます。

→送信が終了すると、液晶ディスプレイの「ソウシンシマシタ」と5秒間表示されます。
送信が失敗したときは、「ソウシンシッパイ　サイソウシンシテクダサイ」と表示されます。

お知らせ�

● メッセージ送信を中断するときは、最後の ＃� を押す前に受話器を置きます。
● メッセージの送信が失敗したときや、もう一度同じ内容を送信するときは次の操作を

します。
受話器を上げる→ 3 9＊

�

＃�→受話器を置く
なお送信できるのはテレホンUUI メール、テレホン遊遊メール（ポケットベル /
PHS/携帯電話）、 テレホン遊遊メール（電子メール）の区別なく直前に実行した１
つだけです。
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テレホン遊遊メールの送信（電子メールへの送信）

BIGLOBEの遊遊メールサービスを利用して電話機から電子メールアドレスに電子メールを
送信します。
ご利用の前に次の点を確認してください。

○ BIGLOBEへの加入と遊遊メールサービスの申し込み

○ BIGLOBEの ID番号の登録（→P.167「BIGLOBEの ID番号の登録」）

○ 発信者番号通知の設定
INSネット64で「通常非通知」を契約している方は、IW50らくらくユーティ
リティでデータポートの発信者番号通知を「行う」に設定します。（Windows→
P.178、Macintosh→P.198）

使い方�

受話器を上げます。

 ＊
�

＊
�

 を押します。

　 4 1  を押します。

●  4 1  のかわりに 4 2  と押すと、あらかじめ短縮番号に登録したメールアド
レスを使うことができます。（→P.169「電子メールアドレスの登録」）

　 ＊
�

 を押したあと、送信相手のメールアドレスを入力します。

● で 4 2  を押した場合は、短縮番号 1  ～ 9  を入力します。

● 文字の入力は「メッセージの作成のしかた」（→P.165）を参照してください。

 ＃� ＊
�

 を押したあとにメッセージを入力します。

●  3＊
�

 を押すと前回のメッセージが表示されます。

● メッセージとして入力できる文字数は98文字以内です。これを超えるとエラー
通知音（ピッピッ）が鳴り、それ以降の入力文字は無視されます。

 ＃�＃� を押したあと、受話器を置きます。

→送信が終了すると、液晶ディスプレイの「ソウシンシマシタ」と5秒間表示されます。
送信が失敗したときは、「ソウシンシッパイ　サイソウシンシテクダサイ」と表示されます。

お知らせ�

● メッセージ送信を中断するときは、最後の ＃� を押す前に受話器を置きます。
● メッセージの送信が失敗したときや、もう一度同じ内容を送信するときは次の操作を

します。
受話器を上げる→ 4 9 ＃�＊

�

＊
�

 →受話器を置く
なお送信できるのはテレホンUUI メール、テレホン遊遊メール（ポケットベル /
PHS/携帯電話）、 テレホン遊遊メール（電子メール）の区別なく直前に実行した１
つだけです。
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メッセージの作成のしかた

電話機プッシュボタンを使って、メール送信するメッセージを作成します。メッセージとし
て送信できる文字は、以下の「文字コード一覧」にあるカタカナ、アルファベット、数字、
一部の記号です。
メッセージは文字コードを入力して文章を作ったり、Atermに登録してある定型文や自分で
登録しておいた文章を組み合せて作成します。

■ 文字コード一覧

ド�ー�コ� 字�文� ド�ー�コ� 字�文� ド�ー�コ� 字�文� ド�ー�コ� 字�文� ド�ー�コ� 字�文� ド�ー�コ� 字�文�

1�1� ア� 1�5� ナ� 1�9� ラ� 6�3� K� 6�7� ￥� ＊
�
＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

正�訂�

2�1� イ� 2�5� ニ� 2�9� リ� 7�3� L� 7�7� ＆� 1 り�く�め�頁�

3�1� ウ� 3�5� ヌ� 3�9� ル� 8�3� M� 8�7� ＿� 2 -�

4�1� エ� 4�5� ネ� 4�9� レ� 9�3� N� 9�7� ，� 3 タ�ー�デ�前�

5�1� オ� 5�5� ノ� 5�9� ロ� 0�3� O� 0�7� ％� 4 ［�

1�2� カ� 1�6� ハ� 1�0� ワ� 6�4� P� 6�8� ＊� 5 大�/� 字�文�小�

2�2� キ� 2�6� ヒ� 2�0� ヲ� 7�4� Q� 7�8� ＃� 6 ］�

3�2� ク� 3�6� フ� 3�0� ン� 8�4� R� 8�8� 白�空� 8 白�空�

4�2� ケ� 4�6� ヘ� 4�0� ゛� 9�4� S� 9�8� ．� ＊
�

1�9� ＿�

5�2� コ� 5�6� ホ� 5�0� ゜� 0�4� T� 0�8� ＠� ＊
�

2�9� ；�

1�3� サ� 1�7� マ� 6�1� A� 6�5� U� 6�9� 1�

2�3� シ� 2�7� ミ� 7�1� B� 7�5� V� 7�9� 2�

3�3� ス� 3�7� ム� 8�1� C� 8�5� W� 8�9� 3�

4�3� セ� 4�7� メ� 9�1� D� 9�5� X� 9�9� 4�

5�3� ソ� 5�7� モ� 0�1� E� 0�5� Y� 0�9� 5�

1�4� タ� 1�8� ヤ� 6�2� F� 6�6� Z� 6�0� 6�

2�4� チ� 2�8� （� 7�2� G� 7�6� ?� 7�0� 7�

3�4� ツ� 3�8� ユ� 8�2� H� 8�6� !� 8�0� 8�

4�4� テ� 4�8� ）� 9�2� I� 9�6� －� 9�0� 9�

5�4� ト� 5�8� ヨ� 0�2� J� 0�6� ／� 0�0� 0�

○ 英字の大文字／小文字の切り替え 5＊
�

○ 文字入力→数字入力切り替え 8＊
�

○ 数字入力→文字入力切り替え 2 2＊
�

＊
�

○ 定型文の入力 0 5＊
�

 定型文コード
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166 2-3. Atermのメール機能を利用するとき

■ 定型文コード一覧

ド�ー�コ� ジ�ー�セ�ッ�メ� ド�ー�コ� ジ�ー�セ�ッ�メ� ド�ー�コ� ジ�ー�セ�ッ�メ�

0�1� ｲ�ｻ�ﾞ�ﾀ�ｸ�ﾜ�ﾝ�ﾞ�ﾃ� 0�2� !�ｳ�ｭ�ｷ�ｼ� 0�3�

ジ�ー�セ�ッ�メ�作�自�1�1� ｽ�ﾏ�ﾚ�ｸ�ｵ� 1�2� ﾃ�K�O� ｽ�ﾞ� ～
�

2�1� ｽ�ﾏ�ｼ�ｳ�ｺ�ﾝ�ﾍ� 2�2� ﾃ�G�N� ｽ�ﾞ� 9�5�

3�1� ｽ�ﾞ�ﾃ�ｼ�ｳ�ｭ�ﾁ� 3�2� !�ｳ�ﾞ�ｺ�ｳ�ｭ�ｼ�

4�1� ｽ�ﾏ�ﾘ�ｴ�ｶ�ﾆ�ｷ�ｻ� 4�2� !�ﾃ�ﾃ�ｯ�ﾏ�

5�1� ﾘ�ｱ�ﾝ�ﾞ�ﾃ�ｽ�ﾙ� 5�2� ?�ﾙ�ﾃ�ｼ�ﾆ�ﾅ�

6�1� ｽ�ﾞ�ﾃ�ﾝ�ｶ�ﾞ�ｼ� 6�2� ?�ﾙ�ｲ�ﾆ�ｺ�ﾞ�ﾄ�

7�1� ｸ�ﾀ�ﾞ�ｼ� 7�2� ｲ�ｼ�ﾞ�ｶ�ｿ�ｲ�ﾏ�ｲ�

8�1� ｬ�ｼ�ｲ�ｶ� 8�2� ｲ�ｻ�ﾅ�ﾝ�ﾒ�ﾞ�ｺ�

9�1� ｳ�ｺ�ｯ�ﾞ�ｶ� 9�2� ｳ�ﾄ�ﾞ�ｶ�ﾘ�ｱ�

〈例〉ゲンキデスカ？

2 4 0 4 00 3 2 2 44 4 0 4 3 3 22 1 6 7

ケ 　 ゛ ン 　 キ 　 テ 　 ゛ ス 　 カ 　 ？ �

〈例〉H a p p y !

2 8 5 1 6 4 6 44 6 5 0 6 7

H（小文字切替）a  p 　 p 　 y   !

＊
�

〈例〉マチアワセハ　6ジ

7 1 4 2 1� 1 3 4 6� 1 8 8

マ　　チ　　 ア　   ワ　    セ　    ハ  (空白) (数字切替)

0 1 ＊
�

＊
�

0� 6

 6     (文字切替)     シ      ゛�

2 2 3 2 0� 4＊
�

＊
�

〈例〉定型文 10「デンワクダサイ」

5 1 0＊
�
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自作メッセージの登録

定型文コード30～59に自分で作ったメッセージを登録しておくことができます。

設定�

受話器を上げます。

 8� 2＊
�

＊
�

＊
�

 を押します。

メッセージを登録する番号 3  0  ～ 5 9  を押します。

● 定型コード10～29には定型文がすでに登録されています。 1 0  ～ 2 9  を
押すと液晶ディスプレイにその定型文が表示されるので、 ＃� を押して登録番号
の入力にもどします。

 ＊
�

 を押したあとに登録するメッセージを入力します。

● 最大22文字まで入力できます。

● 既存の定型文を組み合わせてメッセージを作る場合は、 0 5＊
�

 を押してから
定型文の番号を入力します。

● 入力した文字を見るときは 1＊
�

 を押します。 1＊
�

 を押すごとにページが切
り替わります。

● 入力した文字を1文字削除するときは ＊
�

＊
�

 を押します。

 ＃�＃� を押したあと、受話器を置きます。

BIGLOBEの ID番号の登録

テレホン遊遊メールはBIGLOBEのサーバを介して、ポケットベルや電子メールの宛先に
メッセージを送ります。テレホン遊遊メールをご利用になる前にBIGLOBEの ID番号の登
録をしてください。

設定�

受話器を上げます。

 8 8� �5 5＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

 を押します。

ID番号を入力します。

● メッセージの作成方法と同様に入力します。

 ＃�＃� を押したあと、受話器を置きます。
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168 2-3. Atermのメール機能を利用するとき

ポケットベル/PHS/携帯電話のドメインネームの登録

テレホン遊遊メールでポケットベル、PHS、携帯電話へショートメッセージを送信するとき
のサーバのドメインネームとサーバネームを登録します。

設定�

受話器を上げます。

8� 4＊
�

＊
�

＊
�

 を押します。

ドメインネームを登録する短縮番号 0 1  ～ 0 8  を入力します。

● 短縮番号はテレホン遊遊メールを送信する際、次のように指定します。

短縮番号 0 1 →送信時 ＊
�

＊
�

 3 1 　　短縮番号 0 8 →送信時 ＊
�

＊
�

 3 8

＊
�

 を押したあとにドメインネームを入力します。

● メッセージの作成方法と同様に入力します。

● 最大40文字まで入力できます。

＃� ＊
�

 を押したあとにサーバネームを入力します。

● 最大12文字まで入力できます。

● サーバネームは ＊
�

＊
�

 3 1  ～ ＊
�

＊
�

 3 8  を入力したときに液晶ディスプ
レイに表示される名前のことで、任意に入力することができます。入力しなくて
も問題ありません。

＃�＃� を押したあと、受話器を置きます。
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電子メールアドレスの登録

テレホン遊遊メールで電子メールを送信するときの電子メールアドレスを短縮番号に登録す
ることができます。

設定�
受話器を上げます。

8� 3＊
�

＊
�

＊
�

 を押します。

登録する短縮番号 0 1  ～ 0 9  を入力します。

● 短縮番号は ＊
�

＊
�

 4  2  ＊
�

 テレホン遊遊メールを送信する際、次のように指
定します。

短縮番号 0 1 →送信時 1 　　短縮番号 0 9 →送信時 9

＊
�

 を押したあとに電子メールアドレスを入力します。

● メッセージの作成方法と同様に入力します。

● 最大40文字まで入力できます。

＃�＃� を押したあと、受話器を置きます。
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受信したUUIメールの参照

UUIメールを受信するとAtermのMSGランプがオレンジ色に点滅します。UUIメールは
最大50件まで保存でき、受信メールを液晶ディスプレイに表示することができます。

使い方�
受話器を上げます。

2 2＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

 を押します。

表示するメールの番号 0 1  ～ 5 0  を入力します。

＊
�

 を押します。

● このとき以下の操作ができます。

1 次ページ表示

2 メール番号の確認

3 次のメールを表示

4 前のメールを表示

5 メール番号選択画面にもどる

＊
�

表示中のメールを削除（もう一度 ＊
�

 を押すと削除。 ＊
�

 以外を押すとメッセー
ジ画面にもどる。）

受話器を置きます。

お知らせ�

● 表示しようとしたメールに全角文字がふくまれていると、 のときに「PCメールデ
ス」と表示されます。全角文字がふくまれているメールは、パソコンの「UUIメール
EX」を使って内容を確認してください。

● 受信メールには01から順に番号が付けられます。
● 受信メールが50件を超えると古いメールから削除されます。
● メールが削除された場合はメール番号が１つずつずれます。
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Atermを活用しよう�
－設定編－�

1．　　     　　　　　　　　　　　　　　　　�
　　　　　　　　　　　　　　　　･････････172�
2．Macintoshで設定する････････････････189�
3．電話機で設定する････････････････････204

Windows98/Windows95/�
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172 1. Windows®98/Windows®95/WindowsNT®4.0で設定する

1．Windows®98/Windows®95/
WindowsNT®4.0で設定する

Windows®98/Windows®95/WindowsNT®4.0でアナログポート
や無線ポート、データポートの詳細設定をします。

らくらくユーティリティをインストールする

アナログポートを設定する

データポートを設定する

無線ポートを設定する

設定値を初期化する

さまざまな情報を見る

Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating systemの略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating systemの略です。
WindowsNT®4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system Version 4.0の略です。
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1731-1. らくらくユーティリティをインストールする
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らくらくユーティリティの起動

　スタート　→［プログラム］→［Aterm
IW50ユーティリティ］→［IW50らく
らくユーティリティ］を選択します。

→［IW50らくらくユーティリティ］画面が
表示されます。

● 設定項目の上にマウスを移動すると、
その項目の説明が表示されます。

らくらくユーティリティの終了

［IW50らくらくユーティリティ］画面
の  閉じる  ボタンをクリックします。

「設定をAtermIW50の不揮発性メモリ
に書き込みました」と表示されるので、
 OK  ボタンをクリックします。

→設定した内容が不揮発メモリに記憶されます。

お願い�

● 各設定画面を終了するときは必
ず  OK  ボタンをクリックして
ください。  キャンセル  ボタン
をクリックすると設定した内容
は無効になります。

● 通話中または着信中のときは設
定の登録はできませんので、通
話が終わってから操作してくだ
さい。

● データポートを他のアプリケー
ションで使用しているときは、
そのアプリケーションを終了し
てから『IW50らくらくユーティ
リティ』を起動してください。

● アナログポートが着信中のとき
に OK ボタンをクリックする
と、呼出音（着信音）が途切れる
ことがあります。着信中は設定内
容を登録することはできません。

お知らせ�

● 設定登録後、Atermが使用でき
る状態になるまで30 秒程度か
かります。

● ヘルプ　ボタンをクリックする
と、各機能の説明を見ることが
できます。

1-1．らくらくユーティリティをインストールする

『IW50らくらくユーティリティ』をハードディスクにインストールします。『IW50らくらくユー
ティリティ』は 『IW50らくらくウィザード』をインストールすると一緒にインストールされます。
『IW50らくらくウィザード』のインストールがお済みでない場合、またはWindowsNT®4.0をお
使いの方は、第1編「3-2．Windows®98/Windows®95をご利用の方は」の「らくらくウィザー
ドをインストールする」（→P.54）を参照してインストールしてください。
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174 1-2. アナログポートを設定する

1-2．アナログポートを設定する

AtermIW50/Dに接続したパソコンでアナログポートの設定をします。

アナログポートの設定

［IW50らくらくユーティリティ］画面
の　アナログポート　ボタンをクリッ
クします。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

●『IW50らくらくウィザード』または電
話機を使ってすでに設定された項目が
あるときは、その内容が表示されます。

アナログAポートを設定するときは［A
ポート］、アナログBポートを設定すると
きは［Bポート］のタブをクリックします。

● ここではアナログAポートの設定方
法を説明します。アナログBポート
の設定も同様ですが、「停電時の動
作」の設定はありません。

各項目を設定します。

着信番号
アナログポートに着信させる電話番
号が表示されます。番号設定 ボタ
ンをクリックし、［電話番号テーブ
ル］画面で設定します。（→P.183）

発信者番号通知（初期値：INSネット
64の申込通り）

契約者回線番号またはダイヤルイン番
号を相手に通知するかを設定します。
発信者番号通知をおこなうときは通
知番号が表示されます。 番号設定
ボタンをクリックし、［電話番号テー
ブル］画面で設定します。（→P.183）

接続機器（初期値：電話機）
アナログポートに接続した機器を選択
します。ファクス付電話機の場合は
「FAXまたはモデム」を選択します。

キャッチホン（初期値：使用しない）
INS ネット64 の付加サービスの
「INSキャッチホン」かAtermの「疑
似キャッチホン」機能を利用するか
を選択します。

受話音量（初期値：音量・中）
通話時に受話器から聞こえる音量を
設定します。

情報通知サービス（初期値：使用しない）
着信した電話番号を電話機に通知す
るサービスの種類を選択します。
「モデム・ダイヤルインを使用する」
「アナログ・ダイヤルインを使用する」
「ナンバー・ディスプレイ＋モデム・ダ
イヤルインを使用する」を選択した場
合は   番号の送出方法   ボタンをク
リックし、アナログポートに送出する
番号を設定します。
キャッチホン・ディスプレイを使用
する場合は「キャッチホン・ディス
プレイを使用する」を にし、「ナ
ンバー・ディスプレイを使用する」
または「ナンバー・ディスプレイ＋
モデムダイヤルインを使用する」を
選択します。

停電時の動作（初期値：停電時に着信す
る／リンガ（着信音）を鳴らす）

停電時の着信を設定します。アナロ
グAポートのみの設定です。
着信する場合は、リンガ（着信音）を
鳴らすかブザーを鳴らすか選択しま
す。「ブザー」に設定すると、停電モー
ド時に着信があるとAterm内蔵のブ
ザーが鳴ります。ただし「アナログダ
イヤルインを使用する」に設定して
いる場合は、リンガが鳴ります。
また、ナンバー・ディスプレイやモデ
ム・ダイヤルインを利用している場合
は「ブザー」に設定されていると、発
信者番号や着信番号が正常に表示され
ないことがありますので、「リンガ」に
設定することをおすすめします。
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1751-2. アナログポートを設定する
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高度な設定 ボタン
サブアドレスや識別着信などのアナ
ログポートの詳細設定をします。

■ 番号の送出方法

アナログ・ダイヤルインやモデム・
ダイヤルインを使用する場合の、ア
ナログポートに接続した通信機器に
送出する電話番号を設定します。

端末番号の送出方法（初期値：電話番号
をそのまま送出）

電話番号をそのままアナログポートに
送出するか、電話番号を内線指定番号
に変換して送出するかを設定します。

内線指定番号
4 桁の数字で任意の番号を設定し
ます。

アナログポートの高度な設定

アナログポートの詳細設定をします。
［アナログポートの設定］画面で
高度な設定　ボタンをクリックします。

サブアドレス（初期値：サブアドレスな
し着信する）

サブアドレスを入力し、サブアドレ
スのない着信を受けるかどうかを設
定します。「発・着サブアドレスを通

知する」はナンバー・ディスプレイ
またはモデム・ダイヤルインを利用
するときに、アナログポートにサブ
アドレスを通知するかを設定します。

ダイヤル桁間タイマ（初期値：5秒）
ダイヤル桁間タイマを設定します。

フッキング検出タイマ（初期値：普通）
フッキング検出時間を「短い」
（0.03～1秒）、「普通」（0.3～1
秒）、「長い」（0.5～1.5秒）から選
択します。

HLC（高位レイヤ整合性）（初期値：
HLCを設定しない）

HLCを設定します。

識別着信（初期値：行わない）
INS ネット64 の付加サービスの
「INSなりわけサービス」を利用して
識別着信をおこなうか、Aterm の
「疑似識別着信」機能を利用するか
を選択します。疑似識別着信を利用
する場合は 電話帳 ボタンをクリッ
クし、識別着信する電話番号を設定
します。（→P.184）
通話中に別の着信があったときだけ
識別着信する場合は「通信中着信時
のみ使用可能」を  にします。

識別リンギング
INS ネット64 の付加サービスの
「INSなりわけ」かAtermの「疑似
なりわけ」機能を利用するかを選択
します。疑似なりわけを利用する場
合は 電話帳 ボタンをクリックし、
識別リンギングする電話番号を設定
します。（→P.184）

リバースパルス（初期値：リバースパル
スを送出しない）

リバースパルスを送出するかを設定
します。リバースパルスの検出に
よって通話を終了する機能を持つ電
話機のための設定です。留守番電話
などで通話が切断されないときは
「リバースパルスを送出する」に設
定します。

CTI
CTI機能を使用するかどうかを選択
します。
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176 1-2. アナログポートを設定する

アナログポートの共通設定

［アナログポートの設定］画面で［アナログ
ポート共通設定］タブをクリックします。

お出かけ設定（初期値：おやすみモード）
お出かけ設定を選択します。
「電話着信転送モード」の場合は
  着信転送設定  、「ボイスワープ転送
モード」の場合は  ボイスワープ設定
ボタンをクリックして設定します。

優先着信ポート（初期値：指定しない）
優先して着信するポートを選択し
ます。

［＃］で発信（初期値：使用する（＃で
発信動作を行う））

ダイヤル後に ＃�を押して発信する
か、＃� ＃� を押して発信するかを選
択します。

アナログポート/無線ポート共通設定
　 共通設定 ボタンをクリックし、ア

ナログポートと無線ポートの共通の
設定をします。（→P.177)

■ 着信転送設定（i・ナンバーを使用す
る場合）

■ 着信転送設定（i・ナンバーを使用し
ない場合）

転送 /通知モード（初期値：疑似着信
転送）

INS ネット64 の付加サービスの
「NTT着信転送」かAtermの「疑似
着信転送」機能を利用するかを選択
します。
また着信を電子メールで通知する
「遊遊メール」を利用する場合は「電
話番号着信通知」を選択し、「着信転
送先メールアドレス」の「BIGLOBE
の ID」を入力します。

転送条件（初期値：使用しない（無条件
に転送する））
使用しない（無条件に転送する）：す
べての着信を転送します。

INSなりわけ時に転送する：INSな
りわけサービスを利用し、あらかじ
め登録した相手の着信のときだけ転
送します。

疑似識別着信時に転送する：疑似識別
着信機能を利用し、あらかじめ登録し
た相手の着信のときだけ転送します。

転送設定
着信転送をするときの転送元の電話
番号と転送先の電話番号を設定しま
す。各電話番号ごとに転送先の電話
番号を指定します。

トーキサービス
「転送/通知モード」の「NTT着信転
送」を選択したときのみ、着信転送
時に転送トーキと転送元トーキを送
出するかを設定します。疑似着信転
送では、転送トーキは「なし」のみ
になります。
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■ ボイスワープ設定

転送開始モード
転送を開始するモードを選択します。
INSネット64の付加サービス「INS
ボイスワープ」の契約で起動用電話
番号や停止用電話番号が変更された
場合は、新たに入力します。通常は
このまま使用します。

契約電話番号
INSボイスワープを契約した電話番
号を入力します。

アナログポート/無線ポートの
共通設定

［IW50らくらくユーティリティ］画面
で　共通設定　ボタンをクリックします。

●［アナログポート共通設定］画面、ま
たは［無線ポート共通設定］画面の
 共通設定  ボタンをクリックした場
合も同様です。

通信中転送（初期値：使用しない）
通信中転送を使用するかどうかを設
定します。

三者通話（初期値：使用しない）
INSネット64の付加サービスの「三
者通話」かAtermの「疑似三者通話」
機能を使用するかを選択します。

アナログ/無線ポート間内線通話（初期
値：内線通話・転送を行う）

アナログポートと無線ポートの間で内
線通話をするかどうかを選択します。

LCDモード（初期値：自動（発着信・回
線切断時に点灯））

液晶ディスプレイのバックライトの
点灯のしかたを選択します。

LCD表示（初期値：発信時にLCDに番
号を表示する）

液晶ディスプレイに番号表示をする
かどうかを設定します。「発信時に
LCDに番号を表示する」を選択する
と、発信時にダイヤル番号を液晶
ディスプレイに表示します。
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178 1-3. データポートを設定する

1-3．データポートを設定する

AtermIW50/Dに接続したパソコンでデータポートの設定をします。

データポートの設定

［IW50らくらくユーティリティ］画面
の　データポート　ボタンをクリック
します。

→［データポートの設定］画面が表示され
ます。

各項目を設定します。

着信番号
データポートに着信させる電話番号
を設定します。番号設定 ボタンを
クリックし、［電話番号テーブル］画
面で設定します。（→P.183）

発信者番号通知
［電話番号テーブル］画面で設定し
た通知番号が表示されます。（→
P.183）
また、契約者回線番号またはダイヤ
ルイン番号を相手に通知するかを設
定します。（初期値：INSネット64
の申込通り）

高度な設定 ボタン
データポートの詳細設定をします。

データポートの高度な設定

データポートの詳細設定をします。
［ デ ー タ ポ ー ト の 設 定 ］ 画 面 で
高度な設定　ボタンをクリックします。

サブアドレス
サブアドレスを入力します。またサ
ブアドレスのない着信を受けるかど
うかを設定します。（初期値：サブア
ドレスなし着信する）

識別着信（初期値：行わない）
識別着信を行うかどうかを設定し
ます。識別着信をする場合は
電話帳 ボタンをクリックし、識別
着信する電話番号を設定します。
（→P.184）

HLC（高位レイヤ整合性）（初期値：
HLCを設定しない）

HLC を設定するかどうかを設定し
ます。
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MP・BOD機能の設定

マルチリンクPPP、BODの設定をします。
［ デ ー タ ポ ー ト の 設 定 ］ 画 面 で
［MP・BOD機能］タブをクリックします。

MPの2本目接続時の認証
128kbpsマルチリンクPPP通信
をおこなうときに認証をするかどう
かを選択します。

64kPPP・MP時のACCMの付加
64kPPP、128kbpsマルチリンク
PPP通信時にACCMを付加するか
どうかを選択します。

リソースBOD
リソースBODをおこなう場合  に
します。

スループットBOD
スループットBODをおこなう場合
は  にし、算出時間としきい値を
設定します。

自動切断タイマの設定

データ通信時の切断タイマの設定をします。
［データポートの設定］画面で［自動切
断］タブをクリックします。

無通信監視タイマ（初期値：監視する・
10分）

通信を監視するかどうかを設定しま
す。「監視する」に設定した場合は時
間を指定します。

強制切断タイマ（初期値：切断する・
10分）

切断するかどうかを設定します。
「切断する」に設定した場合は時間
を指定します。

信号線の設定

［データポートの設定］画面で［信号制
御］タブをクリックします。通信ソフト
ウェアで設定するので、特に設定する必
要はありません。
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180 1-3. データポートを設定する

電子メールの設定

UUIメールや電子メール着信通知の設定
をします。
［データポートの設定］画面で［電子メー
ル］タブをクリックします。

UUIメール着信時のランプの点滅（初
期値：UUIメール着信時にランプを点
滅させる）

UUIメール着信時にランプを点滅さ
せるかどうかを設定します。

電子メール着信通知時のランプの点滅
（初期値：電子メール着信通知時にラン
プを点滅させる）

電子メール着信通知時にランプを点
滅させるかどうかを設定します。

データポートへのUUI通知モード
データポートでUUIメールおよび電
子メール着信通知を受信するかどう
かを設定します。無線ポートのみで
受信する場合は「データポートに通
信しない」を選択します。

その他の設定

［データポートの設定］画面で［その他］
タブをクリックします。

応答平均化（初期値：平均化しない）
応答平均化するかどうかを設定しま
す。「平均化する」を選択した場合
は、1本のINSネット64に接続し
ているAtermの台数を入力します。

スティルスコールバック（初期値：ス
ティルスコールバックを行わない）

スティルスコールバックをするかど
うかを設定します。

サブアドレス・セパレータ（初期値：/）
サブアドレスを付けて発信するとき
の発信アドレスとサブアドレスを区
切る記号を、「/」「＃」「＊」の中か
ら入力します。

PIAFS通信時のV.42bisデータ圧縮
（初期値：V.42bisデータ圧縮を行う）

V.42bisデータ圧縮をするかどうか
を設定します。
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無線ポートの設定

［IW50らくらくユーティリティ］画面の
無線ポート ボタンをクリックします。

→［無線ポートの設定］画面が表示されます。

設定する無線ポート（A～Fポート）の
タブをクリックします。

各項目を設定します。

着信番号
無線ポートに着信させる電話番号が
表示されます。番号設定 ボタンを
クリックし、［電話番号テーブル］画
面で設定します。（→P.183）

発信者番号通知（初期値：INSネット
64の申込通り）

契約者回線番号またはダイヤルイン番
号を相手に通知するかを設定します。
発信者番号通知をおこなうときは通知
番号が表示されます。 番号設定 ボ
タンをクリックし、［電話番号テーブ
ル］画面で設定します。（→P.183）

登録機器（初期値：リモートステーショ
ン（音声）、PHS（音声）で利用）

無線ポートに接続した機器を選択し
ます。データ通信はいずれの設定で
も可能です。

リモートステーション（音声）、PHS
（音声）で利用：PHSを接続する場
合やリモートステーションを接続し
てアナログポートに電話機を接続す
る場合に選択します。

1-4．無線ポートを設定する
AtermIW50/Dに接続したパソコンで無線ポートの設定をします。

リモートステーション（FAX/モデ
ム）で利用：リモートステーション
を接続し、かつアナログポートに
FAXや高速データモデムを接続する
場合に選択します。この設定で着信
したときは、他の無線ポートとの内
線通話や内線転送はできません。

音声、FAX/モデム通信をしない：
PHS＋データカードやリモートス
テーションでアナログポートを使用
しない場合に選択します。

キャッチホン（初期値：使用しない）
INS ネット64 の付加サービスの
「INSキャッチホン」かAtermの「疑
似キャッチホン」機能を使用するか
どちらも使用しないかを選択します。
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182 1-4. 無線ポートを設定する

無線ポートの高度な設定

無線ポートの詳細設定をします。
［ 無 線 ポ ー ト の 設 定 ］ 画 面 で
高度な設定 ボタンをクリックします。

サブアドレス
サブアドレスを入力します。

ダイヤル桁間タイマ（初期値：5秒）
PHSからの分割発信（ 通話 ボタ
ンを押してからダイヤルする方法）
時の、ダイヤル操作間の受付時間を
選択します。

データ発信モード（初期値：プロトコル
変換モード（同期64k））

ワイヤレスデータ通信の発信時の
モードを選択します。

データ着信モード（初期値：PIAFS
32k）

ワイヤレスデータ通信の着信時の
モードを選択します。

識別着信
INS ネット64 の付加サービスの
「INSなりわけサービス」を利用して
識別着信をおこなうか、Aterm の
「疑似識別着信」機能を利用するか
を選択します。疑似識別着信を利用
する場合は 電話帳 ボタンをクリッ
クし、識別着信する電話番号を設定
します。（→P.184）
通話中に別の着信があったときだけ
識別着信する場合は「通信中着信時
のみ使用可能」を  にします。

スティルスコールバック
スティルスコールバックをするかど
うかを設定します。

CTI
CTI機能を使用するかどうかを選択
します。

UUI通知モード
UUIメールの着信通知をするかを選
択します。

無線ポート共通設定

［無線ポートの設定］画面で「無線ポート
共通設定」タブをクリックします。

外線データ通信の優先着信ポート（初
期値：データポート）

データ通信を優先して着信するポー
トを選択します。

アナログポート/無線ポート共通設定
　 共通設定 ボタンをクリックし、ア

ナログポートと無線ポートの共通の
設定をします。（→P.177)
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1831-5.電話番号を設定する

A
te
rm

を
使
え
る
よ

う
に
す
る

A
te
rm

を
活
用
し
よ
う

　
ー
ー 

機
能
編 

ー
ー

A
te
rm

を
活
用
し
よ
う

　
ー
ー 

設
定
編 

ー
ー

困
っ
た
と
き
に
は

付
録

索
引

1-5．電話番号を設定する

電話番号テーブル

契約者回線番号やダイヤルイン番号、グ
ローバル着信の設定をします。
［IW50らくらくユーティリティ］画面の
番号テーブル ボタンをクリックします。

→［電話番号テーブル］画面が表示されます。

■ i・ナンバーを使用しない場合

■ i・ナンバーを使用する場合

i・ナンバー
i・ナンバーを使用するかどうかを選
択します。

アナログポート / データポートのグ
ローバル着信（初期値：契約者回線番号
でグローバル着信する）

契約者回線番号でグローバル着信を
するかどうかを選択します。（i・ナン
バーを使用する場合はこの項目はあ
りません。）

無線ポートのグローバル着信
　 グローバル着信の設定　ボタンを

クリックし、無線ポートのグローバ
ル着信の設定をします。（i・ナンバー
を使用する場合はこの項目はありま
せん。）

電話番号
契約者回線番号、ダイヤルイン番号
を入力します。

内線指定番号
アナログ・ダイヤルインを使用する
ときの内線指定番号を入力します。
（i・ナンバーを使用する場合のみ）

着信ポート
電話番号ごとに、どのポートを呼び
出すか設定します。複数のポートを
選択できます。

通知番号
発信時に通知する電話番号をポート
ごとに設定します。

■ グローバル着信の設定

無線ポートのグローバル着信の設定
をします。
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184 1-5. 電話番号を設定する

電話帳の登録

短縮ダイヤル、マイプライベート着信、
疑似識別着信、疑似なりわけ、迷惑電話
防止機能を使用するときに必要な電話番
号を登録します。

［IW50らくらくユーティリティ］画面
の 電話帳　ボタンをクリックします。

→［電話帳］画面が表示されます。

電話番号を設定する機能のタブをク
リックします。

■ 短縮ダイヤル/疑似識別着信/疑似
なりわけ

短縮ダイヤル、疑似識別着信、疑似
なりわけに登録する電話番号を入力
します。

　 登録する番号を選択します。

「名前」をクリックし、相手の名
前を入力します。

「電話番号」をクリックし、相手
の電話番号を市外局番から入力
します。ハイフンや括弧（　）は
入力する必要はありません。

サブアドレスがある場合は「サ
ブアドレス」に入力します。

更新 ボタンをクリックします。

→指定した番号に登録されます。

音声通信のグローバル着信時の呼び出
し（初期値：全端末一斉）

音声通信（電話やファクス、モデム）
の着信のとき、グローバル着信を契
約した契約者回線番号で無線ポート
を一斉呼出するか特定の1台を呼び
出すかを選択します。
「全端末一斉」を選択すると、無線
ポートの設定で「登録機器」（→
P.181）を「使用しない」に指定し
た端末もすべてグローバル着信時に
呼び出されます。

データ通信のグローバル着信時の呼び
出し（初期値：呼び出さない）

データ通信の着信のとき、グローバ
ル着信を契約した契約者回線番号で
どの無線ポートを呼び出すかを選択
します。データ通信では、データ
ポートと無線ポートを同時に呼び出
すことはできません。
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■ マイプライベート着信

マイプライベート着信に登録する電
話番号を入力します。

「マイプライベート着信を使用
する」を  にします。

　 登録する番号を選択します。

「名前」をクリックし、相手の名
前を入力します。

「電話番号」をクリックし、相手
の電話番号を市外局番から入力
します。ハイフンや括弧（　）は
入力する必要はありません。

サブアドレスがある場合は「サ
ブアドレス」に入力します。

電話番号を通知してこない相手
からの着信も対象とする場合
は、「非通知」「表示圏外」「公衆」
を  にします。

呼び分けるポートを選択します。

更新 ボタンをクリックします。

■ 迷惑電話防止

迷惑電話に登録する電話番号を入力
します。

　 登録する番号を選択します。

「名前」をクリックし、相手の名
前を入力します。

「電話番号」をクリックし、相手
の電話番号を市外局番から入力
します。ハイフンや括弧（　）は
入力する必要はありません。

サブアドレスがある場合は「サ
ブアドレス」に入力します。

電話番号を通知してこない相手
からの着信を迷惑電話とする場
合は、「非通知」「表示圏外」「公

衆」を  にします。

更新 ボタンをクリックします。
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186 1-6. さまざまな情報を見る

『IW50らくらくユーティリティ』でAtermの通信状況を見ることができます。

通信状況の表示

［IW50らくらくユーティリティ］画面
で現在の通話料金や発着信の情報を見
ることができます。

Atermが接続されているCOMポート

現在までのポートごとの電話料金の累計

直前の通信料金

最新の着信電話番号

最新の発信電話番号

 累積クリア  ボタン
累積料金を0円にします。

高度な情報  ボタン
［高度な情報］画面が表示され、INS
ネット64から通知された情報が確
認できます。

1-6．さまざまな情報を見る

切断理由・生成源
切断理由と生成源をコード番号で表
示します。（第5編「切断理由／診断
情報／生成源表示一覧」（→P.315）

レイヤ
INSネット64回線のレイヤ1、レ
イヤ2の同期がとれているかを表示
します。
正常のときは緑色、異常のときは灰
色で表示されます。

パソコン信号線の状態
信号線がONのときは緑色、OFFの
ときは灰色で表示されます。

着信判定要因
ポートごとにコード番号で表示しま
す。（第5編「切断理由／診断情報／
生成源表示一覧」（→P.317）

お知らせ�

● 情報を表示している間は通信は
できません。
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1-7．設定値を初期化する

IW50らくらくユーティリティで設定した内容を初期値にもどします。初期化を実行すると、画面
に表示された項目以外のすべての項目が初期値になります。

設定値の初期化

『IW50らくらくユーティリティ』を起
動し、［IW50らくらくユーティリティ］
画面の　初期化　ボタンをクリックし
ます。

→初期化の確認画面が表示されます。

　はい　ボタンをクリックします。

→初期化が始まります。

→10秒程で初期化が終了します。

次の画面が表示されるので、　OK　ボ
タンをクリックします。

■ i・ナンバーを使用している場合

■ i・ナンバーを使用していない場合

→［電話番号テーブル］画面が表示されます。

必要に応じて電話番号テーブルを設定
します。
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188 1-8. らくらくユーティリティの削除

1-8．らくらくユーティリティの削除

パソコンにインストールした『IW50らくらくユーティリティ』をハードディスクから削除します。

アンインストーラの実行

『ユーティリティのアンインストール』
を実行します。
らくらくユーティリティを使って設定し
た内容はAtermの不揮発メモリに記憶
されているため、削除してもそれまでと
同様にAtermを使うことができます。

スタート →［プログラム］→［Aterm
IW50ユーティリティ］→［ユーティリ
ティのアンインストール］を選択します。

→「アンインストールしてよろしいです
か？」と表示されます。

はい ボタンをクリックします。

→アンインストールが実行されます。

OK ボタンをクリックします。
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2．Macintoshで設定する
Macintoshでアナログポートや無線ポート、データポートの詳細設定
をします。

らくらくユーティリティをインストールする

アナログポートを設定する

無線ポートを設定する

データポートを設定する

設定値を初期化する

さまざまな情報を見る
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190 2-1. らくらくユーティリティをインストールする

2-1．らくらくユーティリティをインストールする

『IW50らくらくユーティリティ』をハードディスクにインストールします。
インストールの手順は第1編「3-3．Macintoshをご利用の方は」の「らくらくユーティリティ
をインストールする」（→P.65）を参照してください。

らくらくユーティリティの起動

ハードディスクの中の「IW50ユーティ
リティ」フォルダをダブルクリックし
ます。

「IW50らくらくユーティリティ」のア
イコンをダブルクリックします。

→［AtermIW50 らくらくユーティリティ
簡易設定］画面が表示されます。

お願い�

● 通話中または着信中のときは設
定の登録はできませんので、通話
が終わってから操作してくださ
い。

● データポートを他のアプリケー
ションで使用しているときは、そ
のアプリケーションを終了して
から『IW50らくらくユーティリ
ティ』を起動してください。

●『IW50らくらくユーティリティ』
の設定を終えるときは必ず はい
ボタンをクリックしてください。
設定した内容はAtermのフラッ
シュメモリに書き込まれるので、
電源を切っても設定値は消えま
せん。

● アナログポートが着信中のとき
に 登録 ボタンをクリックする
と、呼出音（着信音）が途切れる
ことがあります。着信中は設定内
容を登録することはできません。

お知らせ�

● 設定登録後、Atermが使用でき
る状態になるまで30秒程度かか
ります。

● ヘルプ　ボタンをクリックする
と、各機能の説明を見ることがで
きます。
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1912-2. アナログポートを設定する

A
te
rm

を
使
え
る
よ

う
に
す
る

A
te
rm

を
活
用
し
よ
う

　
ー
ー 

機
能
編 

ー
ー

A
te
rm

を
活
用
し
よ
う

　
ー
ー 

設
定
編 

ー
ー

困
っ
た
と
き
に
は

付
録

索
引

2-2．アナログポートを設定する

パソコンでアナログポートの詳細設定をします。基本的な設定については第1編「3-3．Macintosh
をご利用の方は」（→P.65）を参照の上、設定を終わらせておいてください。

識別着信転送（初期値：使用しない（無
条件転送））

識別着信の条件を選択します。

通信中転送（初期値：無効）

通信中の転送を有効とするかどうか
を設定します。

内線通話・転送（初期値：有効）

内線通話・転送を有効とするかどう
かを設定します。

優先着信ポート指定（初期値：指定しない）

優先して着信させるポートを選択し
ます。

プライベート着信（初期値：使用しない）

マイプライベート着信を使用するか
どうかを設定します。

「＃」発信（初期値：「＃」でする）

電話番号をダイヤルしたあとに ＃�

を押して発信するか、＃� ＃� を押して
発信するかを選択します。

UUI通知モード（初期値：データポート）

データポートでUUIメールおよび電
子メール着信通知を受信するかどう
かを設定します。

登録 ボタンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］画面にもどります。

共通設定

アナログポートに共通する設定を登録し
ます。

［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］画面の 共通設定 ボタンをク
リックします。

→［共通設定］画面が表示されます。

各項目を設定します。

三者通話（初期値：使用しない）

契約者回線番号でグローバル着信を
するかどうかを設定します。INS
ネット64の付加サービスの「NTT
三者通話」か、Atermの機能の「疑
似三者通話」を利用するかを選択し
ます。

着信転送（初期値：疑似着信転送）

INS ネット64 の付加サービスの
「NTT着信転送」か、Atermの機能
の「疑似着信転送」か「電話番号着
信通知」を利用するかを選択しま
す。着信転送を利用する場合は
着信転送設定　ボタンをクリック
し、着信転送先や転送トーキサービ
スを設定します。（→P.192）
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192 2-2. アナログポートを設定する

着信転送設定

［アナログポート共通登録］画面で
 着信転送設定  ボタンをクリックします。

各項目を設定します。

■ i・ナンバーを使用しない場合

■ i・ナンバーを使用する場合

着信転送先選択

着信転送先番号（0）～（2）（i・ナ
ンバー使用の場合は「i・ナンバー情
報1」「i・ナンバー情報2」）を選択
します。

着信転送元番号

着信転送するときの転送元の電話番
号を選択します。

着信転送先番号

転送先の電話番号を入力します。

転送トーキサービス（初期値：転送トー
キなし、転送元トーキなし）

着信転送時に転送トーキと転送元
トーキを送出するかを設定します。
疑似着信転送では転送トーキは「な
し」のみになります。
着信転送で「電話番号着信通知（遊
遊メール）を選択した場合は、ここ
にドメインネームを入力します。

 登録  ボタンをクリックします。

→［アナログポート共通登録］画面にもどり
ます。
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■ 迷惑電話防止番号

「相手アドレス」に迷惑電話を入力
し、  追加  ボタンをクリックします。

登録 ボタンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］画面にもどります。

短縮・識別番号の登録

短縮ダイヤル番号、マイプライベート着
信番号、疑似識別着信番号、疑似なりわ
け番号、迷惑電話防止番号を登録します。

［AtermIW50らくらくユーティリティ
簡易設定］画面で 電話番号登録  ボタ
ンをクリックします。

番号の登録をする機能を選択します。

■ 短縮ダイヤル番号/マイプライベー
ト着信番号/疑似識別着信番号/疑
似なりわけ番号

登録する番号をクリックしてから
「相手の名前」「相手アドレス」「相手
サブアドレス」を入力します。
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194 2-2. アナログポートを設定する

アナログポートの詳細設定

アナログポートのさまざまな機能の設定
をします。

［AtermIW50らくらくユーティリティ
簡易設定］画面の  詳細設定  ボタンを
クリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 詳
細設定］画面が表示されます。

 アナログ A ポート登録  （または
 アナログBポート登録  ）ボタンをク
リックします。

各項目を設定します。

識別着信（初期値：使用しない）
INS ネット64 の付加サービスの
「INSなりわけ」か、Atermの機能
の「疑似識別着信」を利用するかを
選択します。「疑似識別着信」を利用
する場合は 番号登録 ボタンをク
リックし「疑似識別着信番号」の登
録をします。（「短縮・識別番号の登
録」→P.193）

お出かけ設定

［AtermIW50らくらくユーティリティ
簡易設定］画面で  お出かけ設定  ボタ
ンをクリックします。

お出かけモードを選択します。

● INS ネット64 の付加サービスの
「INSボイスワープ」を利用する場合
は、お申込票の内容に従って転送条
件の選択と起動用契約者番号を入力
します。

 登録  ボタンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］画面にもどります。
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識別リンギング（初期値：使用しない）

INS ネット64 の付加サービスの
「INSなりわけ」か、Atermの機能
の「疑似なりわけ」を利用するかを
選択します。「疑似なりわけ」を利用
する場合は  番号登録  ボタンをク
リックし「疑似なりわけ番号」の登
録をします。（「短縮・識別番号の登
録」→P.193）

サブアドレスなしで着信（初期値：有効）

サブアドレスのない着信を受けるか
どうかを設定します。

HLC設定（高位レイヤ整合性）（初期値：
無効）

HLC（高位レイヤ整合性）を有効と
するかどうかを設定します。

ダイヤル桁間タイマ（初期値：5秒）

ダイヤル桁間タイマの時間を「5秒」「9
秒」「11秒」「13秒」から選択します。

フッキング検出タイマ（初期値：普通）

フッキング検出時間を「短い」（0.03
～1秒）「普通」（0.3～1秒）「長い」
（0.5～1.5秒）から選択します。

リバースパルス送出（初期値：しない）

リバースパルスを送出するかを設定
します。リバースパルスの検出に
よって通話を終了する機能を持つ電
話機のための設定です。留守番電話
などで通話が切断されないときは
「リバースパルスを送出する」に設
定します。

情報通知サービス（初期値：使用しない）

着信した電話番号を電話機に通知す
るサービスの種類を選択します。

ナンバー・ディスプレイ：ナンバー・
ディスプレイ対応電話機を使用する
場合に選択します。

モデム・ダイヤルイン：モデム・ダイ
ヤルインを使用する場合に選択します。

アナログ・ダイヤルイン：アナログ・
ダイヤルインを使用する場合に選択
します。

ナンバー・ディスプレイ＋モデム・
ダイヤルイン：ナンバー・ディスプ
レイとモデム・ダイヤルインを同時
に使用する場合に選択します。

発・着サブアドレス通知（初期値：無効）

「情報通知サービス」でナンバー・
ディスプレイまたはモデム・ダイヤ
ルインを選択した場合でサブアドレ
スを通知する再、発信・着信時にサ
ブアドレスを通知するかどうかを指
定します。

停電モード（初期値：リンガが鳴る）

停電時にリンガを鳴らすかブザーを
鳴らすか着信しないかを選択します。
なお「情報通知サービス」でアナロ
グダイヤルインを選択している場合
はリンガが鳴ります。またナン
バー・ディスプレイやモデム・ダイ
ヤルインを選択している場合に「ブ
ザーが鳴る」に設定していると、発
信者番号や着信番号が正常に表示さ
れないことがありますので、「リン
ガが鳴る」に設定してください。

 登録 ボタンをクリックしてから
 キャンセル  ボタンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 詳
細設定］画面にもどります。

 簡易設定へ戻る  ボタンをクリックし
ます。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］画面にもどります。

［ファイル］→［終了］を選択し、
 はい  ボタンをクリックします。

→設定した内容がAtermの不揮発メモリに
書き込まれ、「IW50らくらくユーティリ
ティ」が終了します。
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196 2-3. 無線ポートを設定する

2-3．無線ポートを設定する
無線A～Fポートの設定をします。

無線ポートの設定

［AtermIW50らくらくユーティリティ
簡易設定］画面の  無線ポート登録  ボ
タンをクリックします。

「INSネット64お申込票」を参照し、無
線ポートの登録をします。

無線A（～F）ポート

接続している機器を選択します。

電話（PHS）：PHS電話機を登録し
て使用する、またはリモートステー
ションに電話機を接続する場合に選
択します。

リモートステーション（FAX/モデム）：
AtermRS20などをリモートステー
ションとして使用し、ファクスやモデム
を接続して使用する場合に選択します。

使用しない、またはデータ専用：
無線ポートを使用しない場合、また
はリモートステーションにパソコン
のみを接続する場合に選択します。

キャッチホン（初期値：使用しない）

INSネット64のINSキャッチホン機
能を利用する場合は「INSキャッチホ
ン」、Atermの機能を利用する場合は
「疑似キャッチホン」を選択します。

 通知／着信番号設定  ボタン

電話をかけたときに相手に番号を通知
する場合は、その番号を登録します。

　 登録  ボタンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］画面にもどります。

無線ポートの詳細設定

無線ポートのさまざまな機能の設定をし
ます。

［AtermIW50らくらくユーティリティ
簡易設定］画面の  詳細設定  ボタンを
クリックします。

 無線ポート登録  ボタンをクリックし
ます。

　設定する無線ポートA～Fを選択します。

　各項目を設定します。

ダイヤル桁間タイマ（初期値：5秒）

ダイヤル桁間タイマの時間を「5秒」
「9秒」「11秒」「13秒」から選択
します。
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発信者番号通知（初期値：発信者番号通
知設定しない）

電話をかけたときに相手に番号を通
知するかどうかを指定します。

データ発信モード（初期値：プロトコル
変換モード）

ワイヤレスデータ通信での発信時の
モードを選択します。

データ着信モード（初期値：PIAFS 32k）

ワイヤレスデータ通信での着信時の
モードを選択します。

識別着信設定（初期値：使用しない）

INS ネット64 の付加サービスの
「INSなりわけ」か、Atermの機能
の「疑似識別着信」を利用するかを
選択します。「疑似識別着信」を利用
する場合は 番号登録 ボタンをク
リックし「疑似識別着信番号」の登
録をします。（「短縮・識別番号の登
録」→P.193）

UUIメール通知（初期値：しない）

UUIメールが着信したときの通知を
データポートでおこなうか無線ポー
トでおこなうかを選択します。

スティルスコールバック（初期値：しない）

スティルスコールバックをするかど
うかを選択します。

CTI（初期値：しない）

CTI機能を使用するかどうかを選択
します。　　

 登録 ボタンをクリックしてから
 キャンセル  ボタンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 詳
細設定］画面にもどります。

　 簡易設定へ戻る  ボタンをクリックしま
す。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］画面にもどります。
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198 2-4. データポートを設定する

2-4．データポートを設定する
パソコンでデータポートの設定をします。

データポートの詳細設定

データポートのさまざまな機能の設定を
します。

［AtermIW50らくらくユーティリティ
簡易設定］画面の  詳細設定  ボタンを
クリックします。

 データポート登録  ボタンをクリックし
ます。

各項目を設定します。

識別着信（初期値：しない）

識別着信を有効とするか無効とする
かを選択します。有効にする場合は
 番号登録  ボタンをクリックし「疑
似識別着信番号」の登録をします。
（「短縮・識別番号の登録」→P.193）

データポートの共通設定

データポートに共通する設定を登録します。

［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］画面の  データポート共通登録  ボ
タンをクリックします。

→［データポート共通登録］画面が表示され
ます。

　各項目を設定します。

発信者番号通知設定（初期値：発信者番
号通知設定しない）

電話をかけたときに相手に番号を通
知するかどうかを指定します。通知
する場合は  通知／番号設定  ボタ
ンをクリックし、通知する番号を登
録します。

 登録  ボタンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］画面にもどります。
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サブアドレスなしで着信（初期値：しない）

サブアドレスのない着信を受けるか
どうかを設定します。

HLC設定（高位レイヤ整合性）（初期値：
しない）

HLC（高位レイヤ整合性）を有効と
するかどうかを設定します。

スティルスコールバック（初期値：しない）

スティルスコールバックをするかど
うかを設定します。

V.42bis圧縮（初期値：する）

V.42bisデータ圧縮をするかどうか
を設定します。

応答平均化（初期値：しない）

応答の平均化をするかどうかを設定
します。

無通信監視タイマ（初期値：10分）

通信を監視するかどうかを設定しま
す。監視する場合は監視時間を選択
します。

強制切断タイマ（初期値：10時間）

一定時間経過したら通信を強制的に
切断するかどうかを設定します。強
制切断する場合は切断するまでの時
間を選択します。

 登録 ボタンをクリックしてから
 キャンセル  ボタンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 詳
細設定］画面にもどります。

 簡易設定へ戻る   ボタンをクリックし
ます。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］画面にもどります。

BOD機能の設定

［AtermIW50らくらくユーティリティ
簡易設定］画面の  詳細設定  ボタンを
クリックします。

 BOD機能設定  ボタンをクリックし
ます。

各項目を設定します。

リソースBOD（初期値：しない）

リソースBODを使用するかどうか
を設定します。

スループットBOD（初期値：しない）

スループットBODを使用するかどう
かを設定します。使用する場合はパ
ラメータを設定します。

 登録  ボタンをクリックしてから
 キャンセル  ボタンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 詳
細設定］画面にもどります。

 簡易設定へ戻る  ボタンをクリックし
ます。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］画面にもどります。
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200 2-4. データポートを設定する

データポートの信号制御の設定

［AtermIW50らくらくユーティリティ
簡易設定］画面の  詳細設定  ボタンを
クリックします。

 データポート信号制御設定  ボタンをク
リックします。

各項目を設定します。

ER信号（初期値：パソコンのERをみる）

CD信号（初期値：通信中は常にCD-ON）

DR信号（初期値：ER-ON時には常に
DR-ON）

 登録  ボタンをクリックしてから
 キャンセル  ボタンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 詳
細設定］画面にもどります。

 簡易設定へ戻る  ボタンをクリックし
ます。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］画面にもどります。
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2-5．設定値を初期化する

IW50らくらくユーティリティで設定して不揮発メモリに記憶された内容を、工場出荷時の状態に
もどします。初期化を実行するとすべての項目が初期値になります。

設定値の初期化

［AtermIW50らくらくユーティリティ
簡易設定］画面の  初期化  ボタンをク
リックします。

→確認の画面が表示されます。

 OK  ボタンをクリックします。

→設定が初期化されます。
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202 2-6. さまざまな情報を見る

2-6．さまざまな情報を見る

IW50らくらくユーティリティでAtermの通信状況を見ることができます。

■ 通信料金表示

直前の通信と累計の電話料金を表示
します。累積料金を0にするときは
 クリア  ボタンをクリックします。

■ 着信情報表示

最新の着信電話番号や着信拒否要因
を表示します。

■ 発信番号表示

最新の発信ポートや発信先の電話番
号を表示します。

通信状況の表示

［AtermIW50らくらくユーティリティ
簡易設定］画面の  各種情報表示  ボタ
ンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 情
報表示］画面が表示されます。

●［AtermIW50らくらくユーティリティ
詳細設定］画面の  各種情報表示  ボ
タンをクリックしても同じ画面が表
示されます。

見たい情報を選択します。

■ 回線状態・信号線・切断理由表示

回線の状態や切断理由を表示しま
す。  更新  ボタンをクリックすると、
現在の回線状態が表示されます。
（→P.315）
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 終了  ボタンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 情
報表示］画面にもどります。

 簡易設定へ戻る  または  詳細設定へ戻る
ボタンをクリックします。

→［AtermIW50らくらくユーティリティ 簡
易設定］または［AtermIW50らくらく
ユーティリティ 詳細設定］画面にもどり
ます。

お知らせ�

● 詳細は  ヘルプ  ボタンをクリッ
クして確認してください。

● 情報を表示している間は通信はで
きません。
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204 3. 電話機で設定する

3．電話機で設定する
Atermの液晶ディスプレイを見ながら電話機のプッシュボタンを使って
設定します。

アナログポート／無線ポートを設定する

その他の設定をする

Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating systemの略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating systemの略です。
WindowsNT®4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system Version 4.0の略です。
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2053-1. アナログポート/無線ポートを設定する
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3-1．アナログポート/無線ポートを設定する

『らくらくテレホン設定』でAtermのアナログポートと無線ポートの設定をすることができます。
『らくらくテレホン設定』ではパソコンを使わずに、Atermの液晶ディスプレイを見ながら電話機
で操作します。パソコンを接続している場合は、「1．Windows ®98/W i ndows ®95/
WindowsNT®4.0で設定する」（→P.172）または「2．Macintoshで設定する」（→P.189）
を参照して設定することをおすすめします。

設定のしかた

手順eとfの機能番号と設定値については、「設定項目一覧」（→P.206）をご覧くださ
い。ここでは、手順eとfについては「アナログAポートをアナログポート接続機器選択
でFAX／モデムに設定する」場合を示します。

...
...
...
...
...
...
...
...

...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
.

...
...
...
...
...
...
...
...
...
..

...
...
...
...

...
...
...
...
...
...
...
...
...
..

キノウセッテイ�

セッテイポートセンタク�

アナログ�Aポート →�1
アナログ�Bポート →�2
全アナログポート共通(1) →�4
全アナログポート共通(2) →�5
無線�Aポート�→�1
無線�Bポート�→�2
無線�Cポート�→�3
無線�Dポート�→�4
無線�Eポート�→�5
無線�Fポート�→�6
全無線ポート共通�→�0

セッテイポートセンタク�

セッテイシマシタ�アナログソウチ�
1：�FAX/モデム�

＜手順＞� a
受話器�

b
アナログポート�

c設定開始�dポート選択�e機能番号�
f
設定値�

g
個別設定�

h設定終了�i受話器を�
を上げる� 機能設定コード� 　　�選択� 選択� 終了� 置く�

＜ダイヤル＞�   1 1  0  1  1 # #

＜�ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ�表示＞�

....
....
....
....
....
....
....
....
..

...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
..

※表示されている�
設定値を変更�
しない場合は、�
［�*］を押さず�に�［�＃］�を押す。�

...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
.

アナログ�Aニセッテイ�
※続けて他の設定�
をおこなうと�
きは�［�＃］�を押�
さずに手順�d
から繰り返す。�

**1アナログポート設定�
**7無線ポート設定�

...
...
...
.

...
...
...

アナログ�Aニセッテイ�

アナログソウチ�
0：デンワ�

f設定値�・追加設定値選択�

　　�1　　�#   　�1

ジョウホウ�（�サブ�）�
1：ツケル�

...
...
...
.

...
...
...
.

...
...
...
...
...
...
...
...
.

点滅�

...
.

ジョウホウ�（�サブ�）�
 0：ツケナイ�

ジョウホウ�（�サブ�）�
0：ツケナイ�

ジョウホウツウチ�
1：ナンバーディス�

...
...
...
...
...
...
...
...
..

次の場合は、手順�fが右記のようになります。�
•情報通知サービス�
•着信転送�
•着信番号�
•マイプライベート着信�
• i・ナンバー情報の電話番号�

右記では�「�情�報�通�知�サ�ー�ビ�ス�の�ナ�ン�バ�ー�・�ディスプレイを選択�
し、�情報通知サービス時のサブアドレスを� つける�

 

に設定する」�
場合�を示します。�

お願い�
● 設定をおこなう電話機以外は、受話器を置いた状態にしてください。

お知らせ�

● アナログAポート、アナログBポートに接続されている電話機から操作できます。
● 設定途中で受話器を置くと、設定はキャンセルされます。はじめからやり直してください。
● 日付・時刻の代わりに機種名を表示することもできます。受話器を上げて次の操作を

します。
日付・時刻表示････ ＊

�

 ＊
�

 8  1  1  を押します。
機種名表示････････ ＊

�

 ＊
�

 8  1  0  を押します。
● 電話機独自の機能で既に ＊

�

 ＊
�

 1  を使用しているときは、『らくらくテレホン設
定』で設定できません。

＊
�

 ＊
�

 1  が使用できるかどうかは、電話機メーカにお問い合わせください。
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206 3-1. アナログポート/無線ポートを設定する

設定項目一覧

個別アナログポート/無線ポート設定

* アナログポートのみの機能　

能機 能機
号番 容内定設 値定設

続接 / 機録登
択選器 10

）声音（話電 0

/XAF ムデモ 1

しな 2

ンホチッャキ 20

いなし用使 0

SNI ンホチッャキ 1

ンホチッャキ似疑 2

信着別識 * 30

いなし用使 0

SNI 信着別識けわりな 1

信着別識似疑 2

SNI チッャキけわりな
ンホ / ンホチッャキ択選 3

ンホチッャキ似疑 /
ンホチッャキ択選 4

*CLH 40

いなし用使 0

るす用使 1

定判信着がるす用使
いなし 2

着ルバーログ
信* 50

るす信着 0

いなし信着 1

スレドアブサ
信着しな * 60

るす信着 0

いなし信着 1

間桁ルヤイダ
マイタ 70

5秒 0

9秒 1

11 秒 2

31 秒 3

グンキッフ
マイタ出検 * 80

30.0 ～1秒 0

3.0 ～1秒 1

5.0 ～ 5.1 秒 2

　

能�機� 能�機�
号�番� 容�内�定�設� 値�定�設�

号�番�者�信�発�
知�通� 90

い�な�し�知�通� 0

る�す�知�通� 1

SNI ト�ッ�ネ� 46 申�の�
う�従�に�容�内�込� 2

量�音�話�受� * 21

小� 0

中� 1

大� 2

ル�パ�ス�ー�バ�リ�
出�送�ス� * 31

い�な�し�出�送� 0

る�す�出�送� 1

話�受�の�中�話�通�
更�変�量�音� * 41

い�な�し�更�変�
）�効�無�＃�＊�（� 0

る�す�更�変�
）�効�有�＃�＊�（� 1

ギ�ン�リ�別�識�
グ�ン� * 51

い�な�し�用�使� 0

SNI け�わ�り�な� 1

け�わ�り�な�似�疑� 2

ホ�チ�ッ�ャ�キ�
ス�ィ�デ�・�ン�

イ�レ�プ�
81

い�な�し�用�使� 0

る�す�用�使� 1

択�選�号�番�信�着� 19

8 ら�か�号�番�信�着�の�件�
択�選�

：�択�選�　� 0
：�頁�次�　� 1

：�認�確�号�番�択�選�　� 2
：�照�参�号�番�次�　� 3
：�照�参�号�番�前�　� 4

－�

29 23 で�ま�桁�
（�0～�9 ）�用�使�み�の� 0～9

ス�レ�ド�ア�ブ�サ� 39 91 で�ま�桁�
（�0～�9 ）�用�使�み�の� 0～9

ト�ー�ポ�信�着� 49
i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 1 1

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 2 2

59
i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 1 1

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 2 2

相手に通知す�
る電話番号�
(ダイヤルイン�
サービスのとき)

相手に通知す�
る電話番号�
(i・ナンバー�
 のとき)
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2073-1. アナログポート/無線ポートを設定する
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● アナログ・ダイヤルインまたはモデム・ダイヤルインを使用する（アナログポートのみ）
場合は、内線指定番号を設定します。（通常は設定する必要はありません。）

能機 号番能機 容内定設 値定設 能機加追 容内定設加追 値定設加追

知通報情
スビーサ * 01

いなし 0 －

イレプスィデ・ーバンナ 1 ーサ知通報情
ブサの時スビ

スレドア

いなけつ 0

ンイルヤイダ・ムデモ 2 るけつ 1

ンイルヤイダ・グロナア 3 －

イレプスィデ・ーバンナ
ンイルヤイダ・ムデモ＋ 4

ーサ知通報情
ブサの時スビ

スレドア

いなけつ 0

るけつ 1
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208 3-1. アナログポート/無線ポートを設定する

全アナログポート共通設定（1）/無線ポート共通設定

* アナログポートのみの機能　** 以外は無線ポートの設定でもアナログポートで設定し
てください。

能機 能機
号番 容内定設 値定設

トーポ線無
出呼 ** 12

出呼斉一末端全 0

線無 A トーポ 1

線無 B トーポ 2

線無 C トーポ 3

線無 D トーポ 4

線無 E トーポ 5

線無 F トーポ 6

いなさ出び呼 7

着の時電停
（信 A ーポ

）みのト *
22

ーザブ信着 0

ガンリ信着 1

しな信着 3

ポ信着先優
トー *)1 32

しな先優 0

A 先優トーポ 1

B 先優トーポ 2

話通線内 /内
送転線 42

いなし用使 0

るす用使 1

話通者三 52

いなし用使 0

話通者三 1

話通者三似疑 2

送転中信通 62
いなし用使 0

るす用使 1

送転信着択選 82

送転件条無 0

SNI に能機けわりな
送転るよ 1

送転信着別識 2

　

能機 能機
号番 容内定設 値定設

先送転信着
スレドア

03 先送転信着 /)0(
i 報情ーバンナ・ 1

0～913 先送転信着 /)1(
i 報情ーバンナ・ 2

23 先送転信着 )2(

転号番話電
ルーメ先送

スレドア

53 レドアルーメ先送転
ス )0(

数英
字記
号 )3

63 レドアルーメ先送転
ス )1(

73 レドアルーメ先送転
ス )2(

元送転信着
スレドア /

スレドアブサ
)2

04
元送転信着 0( ) 0～9

i 報情ーバンナ・ 1 2,1

14
元送転信着 )1( 0～9

i 報情ーバンナ・ 2 2,1

24 元送転信着 )2( 0～9

34 アブサ元送転信着
スレド )0( 0～9

44 アブサ元送転信着
スレド )1( 0～9

54 アブサ元送転信着
スレド )2( 0～9

別識・縮短
号番

05
～ 95 分部スレドア 0～9

06
～ 96 分部スレドアブサ 0～9

示表金料積累
** 07 アリク金料積累 1

ドア時信発
示表スレ 17

いなし示表 0

るす示表 1

1）「使用しない」に設定したアナログポートの選択はできません。

2） あわせて着信番号の設定もしてください

3） 英数字記号は、第2編「2-3. Atermのメール機能を利用するとき」の「メッセージ
の作成のしかた」（→P.165）を参照してください。
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2093-1. アナログポート/無線ポートを設定する
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能機 能機
号番 容内定設 値定設

イラプイマ
信着トーベ

27
いなし用使 0

るす用使 1

設けか出お
定

37

ドーモみすやお 1

ーモ送転信着話電
ド

2

モ送転プーワスイボ
ドー

3

ドーモュシッラフ 4

ーワスイボ
ーモ送転プ

ド
47

送転件条無 1

送転時答応無 2

送転時中し話 3

し話はたま答応無
送転時中

4

能機 能機
号番 容内定設 値定設

信発＃ 57

いなし信発 0

るす信発で＃ 1

るす信発で＃＃ 2

i ーバンナ・ 67
いなし用使 0

るす用使 1

能�機� 号�番�能�機� 容�内�定�設� 値�定�設� 能�機�加�追� 容�内�定�設�加�追� 値�定�設�加�追�

送�転�信�着�
)�4� 7�2�

送�転�信�着� 1� キ�ー�ト�送�転�

し�な�・�し�な� 0�

し�な�・�り�あ� 1�

り�あ�・�し�な� 2�

り�あ�・�り�あ� 3�

送�転�信�着�似�疑� 2� －�

送�転�信�着�号�番�話�電� 3� －�

号�番�信�着� 0�8�～�7�8� 号�番�話�電� 0～9 号�番�定�指�線�内�
)�5� 号�番�定�指�線�内� 0～9

4）「着信転送先アドレス」「着信転送元アドレス・サブアドレス」もあわせて設定してく
ださい。

5） アナログ・ダイヤルイン、モデム・ダイヤルイン使用時に設定します。（通常は設定す
る必要はありません。）
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210 3-1. アナログポート/無線ポートを設定する

全アナログポート共通設定（2）

能機 号番能機 容内定設 値定設 定設加追 値定設

イラプイマ
信着トーベ

帳話電用
)1

001
～ 921

（スレドア 23 スレドアブサ、）桁
（ 91 ）桁

チウツヒ：Ｐ　
ワンデウュシウコ：Ｃ　
イガンケジウョヒ：Ｏ　

0～9
＊ 10
＊ 20
＊ 30

グロナア
信着トーポＡ 1

グロナア
B 信着トーポ 2

線無 A トーポ
～

線無 F トーポ

4
～
9

替切ジーペ 0

ギンリ別識
グン

002
～ 922

（スレドア 23 スレドアブサ、）桁
（ 91 　）桁 )2 0～9 －

テリュキセ
キ択選＋ィ
ンホチッャ

003
～ 923

（スレドア 23 スレドアブサ、）桁
（ 91 　）桁 )2 0～9 －

i バンナ・
電の報情ー

号番話

109 i 報情ーバンナ・ 1 照参の号番話電 / 定設
0～9 号番定指線内 0～9

209 i 報情ーバンナ・ 2 照参の号番話電 / 定設

ーワスイボ
定設号番プ

)3

019 照参値存既号番止停 / 定設

0～9 －

119 照参値存既号番件条無 / 定設

219 照参値存既号番答応無 / 定設

319 照参値存既号番中し話 / 定設

419 照参値存既号番中し話＋答応無 / 定設

919 照参号番者約契 / 定設

1） マイプライベート着信を「使用する」に設定した場合に設定します。

2） サブアドレスを使用するときは、アドレスを設定したあと ＃� ＊
�

を押してからサブア
ドレスを設定します。通常はサブアドレスの設定は必要ありません。

3） 機能番号910～914の番号設定は、INSネット64の付加サービス「INSボイスワー
プ」で変更された場合に設定します。通常は設定しません。
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2113-2. その他の設定
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3-2．その他の設定

設定を初期値にもどす

Atermに設定した内容をすべて消去し、購入時の状態に戻します。

設定�

電話機の受話器を上げます。

9� 8＊
�

＊
�

 を押します。

＊
�

 を押します。

受話器を置きます。

お知らせ�

● Aterm前面のボタンで操作することもできます。（→P.277）
● 接続してあるすべての電話機から操作できます。
● 通信中に実行すると、すべての通信が切断されます。
● PHSの機種や電波の状況により、操作実行後30秒～1分間はPHSが使えないこ

とがあります。

ショキカシマス

［Aterm液晶ディスプレイ］
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212 3-2. その他の設定

液晶ディスプレイのバックライトを設定する

Atermの液晶ディスプレイは、バックライトによって点灯表示します。（停電時は点灯しま
せん。）初期値では、発信中と着信中にバックライトが点灯しますが、常時点灯または点灯
しないように設定することができます。

■ AUTOモード（初期設定）

発信中と着信中に点灯し、それ以外のときは消灯しています。

■ 点灯モード

Atermの電源がONの間、点灯します。

■ 消灯モード

バックライトは点灯しません。

■ AUTO＋データ通信中点灯モード

AUTOモードでの点灯に加え、データ通信中も点灯します。

■ AUTO＋Bチャネル使用中点灯モード

AUTOモードでの点灯に加え、Bチャネル使用中も点灯します。

設定�

電話機の受話器を上げます。

次のように押します。

8� 0 2＊
�

＊
�

AUTOモード

8� 0 1＊
�

＊
�

点灯モード

8� 0 0＊
�

＊
�

消灯モード

8� 0 3＊
�

＊
�

AUTO＋データ通信中点灯モード

8� 0 4＊
�

＊
�

AUTO＋Bチャネル使用中点灯モード

受話器を置きます。

お知らせ�

● 停電モード中はいずれも点灯しません。
● 接続してあるすべての電話機から操作できます。
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迷惑電話に登録する

いたずら電話などを迷惑電話として登録し、着信を拒否することができます。

設定�

　迷惑電話を受けたら、いったん受話器を置きます。

　受話器を上げます。

　 5� 2＊
�

＊
�

を押します。

→相手の電話番号が表示されます。

　 1 を押します。

● 電話番号を通知してこない着信（P：ヒツ
ウチ、C：コウシュウデンワ、O：ヒョウ
ジケンガイ）も迷惑電話に登録すること
ができます。この場合「P：ヒツウチキョ
ヒシマスカ？」と確認表示されますので、
＃�を押します。

　＃�を押します。

　受話器を置きます。

お知らせ�

● 迷惑電話防止機能を利用するには、INSネット64の「INSナンバー・ディスプレイ」
を契約します。（→P.129）

● 電話番号を通知してこない着信を迷惑電話に登録すると、電話番号を通知してこない
電話はすべて受けられなくなりますのでご注意ください。

メイワクテ゛ンワトウロク
０３ＸＸＸＸＸＸＸＸ■

［Aterm液晶ディスプレイ］

０３ＸＸＸＸＸＸＸＸ
キョヒシマス

セッテイシマシタ　　　　
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214 3-2. その他の設定

Atermのディスプレイで情報を見る

アナログポートに接続した電話機を操作し、累積料金を表示することができます。

設定�

電話機の受話器を上げます。

＊
�

 ＊
�

【下記】を押します。

1  　アナログポート

7  　無線ポート

＊
�

 を押します。

設定するポートを指定します。

4  　アナログポート

0  　無線ポート

 ＊� 07  を押します。

＊
�

 を押します。

→データポートの累積料金が表示されます。

＊
�

 を押して表示するポートを切り替えます。

＊
�

 を押すごとに次のように切り替わります。

■ アナログポートの設定のとき
「ルイセキ データ」（データポート）→「ルイセキ アナログA」（アナログAポート）→「ルイ
セキ アナログB」（アナログBポート）

■ 無線ポートの設定のとき
「ルイセキ PHS-A」（無線Aポート）→「ルイセキ PHS-B」（無線Bポート）

→･･･→「ルイセキ PHS-F」（無線Fポート）

● 累積料金を０円にするときは、1  を押します。すべてのポートの累積料金が0円に
なります。

＃� を押します。

→設定ポート選択にもどります。

＃� を押します。

受話器を置きます。

ルイセキ　テ゛ータ　　　
　　　　　　１５６００円

ルイセキリョウキン　　　

キノウセッテイ 0　　　　

セッテイホ゜ートセンタク

キョウツウ　セッテイ 0 1

セッテイホ゜ートセンタク

セッテイシマシタ　　　　

［Aterm液晶ディスプレイ］
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